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第 1 章

Resilient Ethernet Protocolの設定

Resilient Ethernet Protocol（REP）はシスコ独自のプロトコルで、スパニングツリープロトコル
（STP）の代替となります。REPはネットワークループの制御、リンク障害の処理、コンバー
ジェンス時間の改善を実現します。REPは、セグメントに接続されているポートのグループを
制御することで、セグメントがブリッジングループを作成するのを防ぎ、セグメント内のリン

ク障害に応答します。REPは、複雑なネットワークを構築するための基盤を提供し、VLAN
ロードバランシングをサポートします。

コンバージェンス値は、Cisco IOS XE 3.17リリース以降で改善されています。（注）

• Resilient Ethernet Protocolの制約事項（1ページ）
• REPに関する情報（2ページ）
• REPの設定方法（11ページ）
• REPの設定例（27ページ）
•その他の参考資料（29ページ）
• Resilient Ethernet Protocolの機能情報（30ページ）

Resilient Ethernet Protocolの制約事項
•制御フレームに関しては、REP ALTポートはタグ付き（トランク EFPの一部）の制御フ
レームのみをブロックし、タグなし（タグなしEFPの一部）の制御フレームはブロックし
ません。

•各セグメントポートを設定する必要があります。設定を間違えると、ネットワーク内で
フォワーディングループが発生します。

• REPはセグメント内の単一障害ポートだけを管理できます。REPセグメント内の複数ポー
ト障害の場合、ネットワークの接続の高損失が発生します。

•冗長ネットワーク内だけに REPを設定します。冗長性のないネットワークに REPを設定
すると、ネットワーク接続が失われます。
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• IGMPスヌーピングでのREPフラップを回避するには、280ミリ秒を超える LSLタイマー
を使用します。

• REPフラップを回避するには、520ミリ秒の LSLタイマーを使用します。

• REPフラップを回避するために、レイヤ 3パケットがホスト Qにパントされるレートを
1000パケット/秒未満にする必要があります。ホスト Qのクレジット制限は 1000パケッ
ト/秒です。

• STPキュー内の REP LSLパケットがドロップすることはありません。

• REPは、インターフェイスに設定されたトランク EFPでのみサポートされます。

• REP対応ポートは EFP設定をサポートしません。

•推奨される最小 REP LSLタイマー値は 200ミリ秒です。

• REPポートは、以下のような状況でトポロジリストから削除されます。REP設定の動的変
更を導入するために、上記の動作に基づいてトラフィックループを回避するように設計さ

れています。

•古いポートが削除された後に新しいポートが追加された場合。

•両方の REPポートが削除された場合。

•ポートが、エッジまたはエッジネイバーなしポートの場合。

REPに関する情報

REPセグメント
REPセグメントは、相互接続されたポートのチェーンで、セグメント IDが設定されます。各
セグメントは、標準（非エッジ）セグメントポートと、2つのユーザ設定のエッジポートで構
成されています。1ルータは同じセグメントに属するポートを複数持たず、各セグメントポー
トにある外部ネイバーは1つだけです。セグメントは共有メディアを経由できますが、どのリ
ンクでも同じセグメントに属することができるポートは2つだけです。REPはトランクのイー
サネットフローポイント（EFP）インターフェイスでのみサポートされます。

次の図に、4つのスイッチにまたがる 6つのポートで構成されているセグメントの例を示しま
す。ポート E1および E2がエッジポートとして設定されています。（左側のセグメントのよ
うに）すべてのポートが動作可能の場合、斜線で表しているように単一ポートがブロックされ

ます。ネットワークに障害が発生した場合、ブロックされたポートがフォワーディングステー

トに戻り、ネットワークの中断を最小限に抑えます。

Cisco IOS XE 17（Cisco ASR 920シリーズ）LANスイッチングコンフィギュレーションガイド
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図 1 : REPオープンセグメント

上の図に示されたセグメントは、オープンセグメントで、2つのエッジポート間は接続されて
いません。REPセグメントはブリッジングループの原因とならないため、セグメントエッジ
を安全に任意のネットワークに接続できます。セグメント内のルータに接続されているすべて

のホストには、エッジポートを通じて残りのネットワークに接続する方法が2つありますが、
いつでもアクセス可能なのは 1つだけです。いずれかのセグメントまたは REPセグメントの
いずれかのポートに障害が発生した場合、REPはすべてのポートのブロックを解除し、他の
ゲートウェイ経由で接続できるようにします。

下の図に示すセグメントはリングセグメントであり、同じルータに両方のエッジポートがあ

ります。この設定を使用すると、セグメント内の任意の2ルータ間で冗長接続を形成すること
ができます。

図 2 : REPリングセグメント

REPセグメントには、次のような特徴があります。

•セグメント内の全ポートが動作可能な場合、1ポート（代替ポートと呼ばれる）が各VLAN
でブロックステートとなります。VLANロードバランシングが設定されている場合は、
セグメント内の 2つのポートが VLANのブロックステートを制御します。
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•セグメント内の1つまたは複数のポートが動作不能になると、リンク障害が発生して、す
べてのポートがすべての VLANトラフィックを転送して、接続性を確保します。

•リンク障害の場合、できるだけ早期に代替ポートのブロックが解除されます。障害リンク
が復旧すると、ネットワークの中断を最小限に抑えるようにVLAN単位で論理的にブロッ
クされたポートが選択されます。

REPセグメントに基づいて、ほとんどのネットワークタイプを構成することができます。ま
た REPは、プライマリエッジポートで制御されているが、セグメント内の任意のポートで発
生する、VLANロードバランシングをサポートしています。

リンク完全性

REPは、リンク完全性を確認するためにエッジポート間でエンドツーエンドポーリングメカ
ニズムを使用していません。ローカルリンク障害検出を実装しています。インターフェイスが

イネーブルの場合、REPリンクステータスレイヤ（LSL）が REP認識ネイバーを検出して、
セグメント内の接続性を確立します。REP LSLがネイバーを検出するまで、すべての VLAN
がインターフェイスでブロックされます。ネイバーが特定されたあと、REPが代替ポートとな
るネイバーポートと、トラフィックを転送するポートを決定します。

セグメント内のポートごとに、一意のポート IDが割り当てられます。ポート IDフォーマット
は、スパニングツリーアルゴリズムで使用されるものと類似しており、ポート番号（ブリッジ

上で一意）と、関連MACアドレス（ネットワーク内で一意）から構成されます。セグメント
ポートが起動すると、LSLがセグメント IDとポート IDを含むパケットを送信します。ポート
は、同じセグメント内のネイバーとのスリーウェイハンドシェイクを実行したあとで、動作可

能と宣言されます。セグメントポートは、次のような状態では動作可能になりません。

•ネイバーに同じセグメント IDがない

•複数のネイバーに同じセグメント IDがある

•ネイバーがピアとして、ローカルポートに確認応答しない

各ポートは、直近のネイバーと隣接関係を確立します。ネイバー関係が確立されると、ポート

がセグメントの1つのブロックされたポート（代替ポート）を決定するようにネゴシエートし
ます。その他のポートのブロックは解除されます。デフォルトでは、REPパケットは PortFast
ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）クラスのMACアドレスに送信されます。パ
ケットは、シスコマルチキャストアドレスにも送信できますが、現時点でセグメントに障害

が発生した場合に Blocked Port Advertisement（BPA）メッセージの送信だけに使用されます。
パケットは、REPが動作していない装置によって廃棄されます。

高速コンバージェンス

REPが物理リンクベースで動作し、VLAN単位ベースで動作しないため、全 VLANで必要な
のは 1つの helloメッセージだけなので、プロトコルの負荷が低減します。指定セグメント内
の全スイッチで継続的に VLANを作成し、REPトランクポート上に VLANを設定することを
推奨します。ソフトウェアでのメッセージのリレーによって発生する遅延を回避するために、
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REPではいくつかのパケットを通常のマルチキャストアドレスにフラッディングすることも
可能です。これらのメッセージはハードウェアフラッドレイヤ（HFL）で動作し、REPセグ
メントだけではなくネットワーク全体にフラッディングされます。このセグメントに属さない

スイッチは、メッセージをデータトラフィックとして処理します。ドメイン全体で専用の管理

VLANを設定することで、これらのメッセージのフラッディングを制御することができます。

予想されるコンバージェンス復旧時間はローカルセグメントで 200 ms未満です。

VLANロードバランシング
REPセグメント内の 1つのエッジポートがプライマリエッジポートとして機能し、もう一方
がセカンダリエッジポートとなります。セグメント内のVLANロードバランシングに常に参
加しているのがプライマリエッジポートです。REP VLANロードバランシングは、設定され
た代替ポートでいくつかのVLANをブロックし、プライマリエッジポートでその他の全VLAN
をブロックすることで実行されます。VLANロードバランシングを設定する場合、次の方法
のいずれかを使用して、代替ポートを指定できます。

•インターフェイスにポート IDを入力します。セグメント内のポートのポート IDを識別す
るには、そのポートについて show interface rep detailコマンドを入力します。

•セグメント内のポートのネイバーオフセット番号を入力します。これは、エッジポート
のダウンストリームネイバーポートを識別するものです。ネイバーオフセット番号の範

囲は、-256～ +256で、0値は無効です。プライマリエッジポートはオフセット番号 1で
す。1を超える正数はプライマリエッジポートのダウンストリームネイバーを識別しま
す。負数は、セカンダリエッジポート（オフセット番号 -1）とそのダウンストリームネ
イバーを示します。

プライマリ（またはセカンダリ）エッジポートからポートのダウ

ンストリーム位置を識別することで、プライマリエッジポート

のオフセット番号を設定します。番号1はプライマリエッジポー
ト自体のオフセット番号なので、オフセット番号 1は入力できま
せん。

（注）

• preferredキーワードを入力します。これにより、rep segment preferredコマンドで優先代
替ポートとしてすでに設定されているポートを選択します。

REPセグメントが完了すると、すべての VLANがブロックされます。VLANロードバランシ
ングは、次の 2通りの方法のいずれかでトリガーできます。

•プライマリエッジポートのあるルータ上で rep preempt segment segment-idコマンドを入力
することで、いつでも手動でVLANロードバランシングをトリガーすることができます。

• rep preempt delay secondsコマンドを入力すると、プリエンプト遅延時間を設定できます。
リンク障害が発生して回復すると、設定されたプリエンプション期間の経過後に VLAN
ロードバランシングが開始されます。設定時間が経過する前に別のポートで障害が発生し

た場合、遅延タイマーが再開されます。
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手動での介入またはリンク障害および回復によってトリガーされ

るまで、VLANロードバランシングは開始されません。
（注）

VLANロードバランシングがトリガーされると、プライマリエッジポートがメッセージを送
信して、セグメント内の全インターフェイスにプリエンプションについて警告します。メッ

セージがセカンダリエッジポートで受信されると、ネットワークでメッセージが生成され、

メッセージ内で特定された VLANセットをブロックするように代替ポートに通知し、残りの
VLANをブロックするようにプライマリエッジポートに通知します。

またすべての VLANをブロックするために、セグメント内の特定ポートを設定できます。プ
ライマリエッジポートによってしかVLANロードバランシングは開始されず、セグメントが
各エンドでエッジポートによって終端されていない場合開始することができません。プライマ

リエッジポートは、ローカル VLANロードバランシング設定を決定します。

VLANロードバランシングを再設定するには、プライマリエッジポートを再設定する必要が
あります。VLANロードバランシング設定を変更すると、プライマリエッジポートでは、再び
rep preempt segmentコマンドが実行されるか、ポート障害および復旧の後で設定済みプリエ
ンプト遅延期間が経過してから、新しいVLANロードバランシング設定が実行されます。エッ
ジポートを通常セグメントポートに変更しても、既存の VLANロードバランシングステー
タスは変更されません。新規エッジポートを設定すると、新規トポロジ設定になる可能性があ

ります。

スパニングツリープロトコルの対話

REPは STPまたは Flex Linkと対話しませんが、両方と共存できます。セグメントに属してい
るポートはスパニングツリーの制御から削除されるため、セグメントポートでは STP BPDU
の送受信は行われません。したがって、STPはセグメント上で実行できません。

STPリングコンフィギュレーションから REPセグメントコンフィギュレーションに移行する
には、まずリング内の単一ポートをセグメントの一部として設定し、次にセグメント数を最小

限にするように隣接するポートを設定します。各セグメントには、常にブロックされたポート

が含まれているので、セグメントが複数になるとブロックされたポートも複数になり、接続が

失われる可能性があります。セグメントがエッジポートの場所まで両方向で設定されたらエッ

ジポートを設定できます。

REPポート
REPセグメント内のポートは、3つの役割またはステート（障害、オープン、または代替）の
いずれかになります。

•標準セグメントポートとして設定されたポートは、障害ポートとして起動します。

•ネイバーとの隣接関係が確立されると、ポートは代替ポートステートに移行して、イン
ターフェイス内の全 VLANをブロックします。ブロックされたポートのネゴシエーショ
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ンが発生し、セグメントが安定すると、ブロックされたポートの1つは代替ロールのまま
になり、他のすべてのポートがオープンポートとなります。

•リンク内に障害が発生すると、すべてのポートが障害ステートに移行します。代替ポート
が障害通知を受信すると、ポートはすべての VLANを転送するオープンステートに変更
されます。

通常セグメントポートをエッジポートに変換しても、エッジポートを通常セグメントポート

に変換しても、必ずトポロジ変更が発生するわけではありません。エッジポートを通常セグメ

ントポートに変更する場合、設定されるまで VLANロードバランシングは実装されません。
VLANロードバランシングの場合、セグメント内に 2つのエッジポートを設定する必要があ
ります。

スパニングツリーポートとして再設定されたセグメントポートは、スパニングツリー設定に

従って再起動します。デフォルトでは、このポートは指定ブロッキングポートです。PortFast
BPDUガード拡張機能が設定されている場合、またはSTPがディセーブルになっている場合、
ポートはフォワーディングステートになります。

VPLSとの REP統合
一般に、Virtual Private LANService（VPLS）のネットワークコアでは、すべてのノードが完全
メッシュトポロジで接続され、各ノードは他のすべてのノードと接続されています。完全メッ

シュトポロジでは、ノードが他のノードにデータを再送信する必要はありません。図3では、
共通リングによって、パケットを他のネットワークプロバイダーエッジ（N-PE）ルータに転
送できるパスが提供され、スプリットホライズンモデルを無効にします。

REPは共通リンク接続をエミュレーションし、REPリングはVPLSのフルメッシュモデルをサ
ポートしますが、スプリットホライズンのプロパティを維持するため、スーパーループは存在

しません。エミュレーションされた共通リンクはClustering over theWAN（CWAN）ラインカー
ドを使用します。これはVPLSアップリンクにも使用されます。このエミュレーションされた
共通リンクは、リングからVPLSアップリンクまたはリングの反対側にデータを転送し、VPLS
コアネットワークから着信するデータをブロックして、Hierarchical-VPLS（H-VPLS）トポロ
ジのアクセス疑似ワイヤを処理します。

REPのデフォルト設定
REPはすべてのインターフェイス上でディセーブルです。イネーブルにする際に、エッジポー
トとして設定されていなければインターフェイスは通常セグメントポートになります。

REPをイネーブルにする際に、STCNの送信はディセーブルで、すべてのVLANはブロックさ
れ、管理 VLANは VLAN 1になります。

VLANロードバランシングがイネーブルの場合、デフォルトは手動でのプリエンプションで、
遅延タイマーはディセーブルになっています。VLANロードバランシングが設定されていな
い場合、手動でのプリエンプション後のデフォルト動作は、プライマリエッジポートで全

VLANがブロックとなります。
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REPセグメントと REP管理 VLAN
セグメントは、チェーンで接続されているポートの集合で、セグメント IDが設定されていま
す。REPセグメントを設定するには、REP管理 VLANを設定し（またはデフォルト VLAN 1
を使用し）、次にインターフェイスコンフィギュレーションモードでセグメントにポートを

追加します。2つのエッジポートをセグメント内に設定して、1つをプライマリエッジポー
ト、もう 1つをデフォルトでセカンダリエッジポートにします。1セグメント内のプライマリ
エッジポートは1つだけです。たとえば、異なるスイッチのポートで、プライマリエッジポー
トとしてセグメントで 2つのポートを設定すると、REPはそのいずれかをプライマリエッジ
ポートとして選択します。オプションで、セグメント STCNおよび VLANロードバランシン
グを送信する場所を設定することもできます。REP管理VLANの設定方法の詳細については、
「REP管理 VLANの設定」のセクションを参照してください。

REP設定時の注意事項
REPの設定時には、次の注意事項に従ってください。

•まず1ポートの設定から始めて、セグメント数とブロックされたポートの数を最小限に抑
えるように隣接するポートを設定することを推奨します。

•外部ネイバーが設定されておらずセグメント内では3つ以上のポートに障害が発生した場
合、1ポートがデータパス用のフォワーディングステートになり、設定中の接続性の維持
に役立ちます。show rep interfaceコマンド出力では、このポートのポートロールは「Fail
LogicalOpen」と表示され、他の障害ポートのポートロールは「FailNoExtNeighbor」と表
示されます。障害ポートの外部ネイバーが設定されている場合、ポートは代替ポートス

テートに移行して、代替ポート選択メカニズムに基づいて最終的にオープンステートにな

るか、代替ポートのままになります。

• REPポートは、レイヤ 2 IEEE 802.1Qまたはトランク EFPポートのいずれかである必要が
あります。

•同じ許可 VLANのセットでセグメント内のすべてのトランクポートを設定することを推
奨します。

• Telnet接続を通じてREPを設定する際には注意してください。これは、別のREPインター
フェイスがブロック解除のメッセージを送信するまで、REPはすべての VLANをブロッ
クするためです。同じインターフェイス経由でルータにアクセスするTelnetセッションで
REPをイネーブルにすると、ルータへの接続が失われることがあります。

•同じセグメントやインターフェイスで REPと STPを実行することはできません。

• STPネットワークを REPセグメントに接続する場合、接続はセグメントエッジであるこ
とを確認してください。エッジで実行されていないSTP接続は、REPセグメントではSTP
が実行されないため、ブリッジングループが発生する可能性があります。すべての STP
BPDUは、REPインターフェイスで廃棄されます。

• REPがルータの 2つのポートでイネーブルの場合、両方のポートが通常セグメントポー
トまたはエッジポートである必要があります。REPポートは以下の規則に従います。
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1つのルータ上で 1つのポートだけがセグメントで設定される場合、このポートは 1
つのエッジポートである必要があります。

•

• 1つのルータ上で 2つのポートが同じセグメントに属する場合、両方のポートはエッ
ジポートであるか、通常のセグメントポートである必要があります。

• 1つのルータ上で 2つのポートが同じセグメントに属し、1つがエッジポートとして
設定され、もう1つが通常のセグメントポートとして設定された場合（設定ミス）、
エッジポートは通常のセグメントポートとして処理されます。

• REPインターフェイスはブロックされた状態になり、ブロック解除できるようになるまで
ブロックされた状態のまま残ります。突然の接続切断を避けるために、このステータスを

認識しておく必要があります。

• REPポートは、次のポートタイプのいずれかに設定できません。

•スイッチドポートアナライザ（SPAN）宛先ポート
•トンネルポート
•アクセスポート

•ルータごとに最大 22の REPセグメントを設定できます。

トランク EFPの REPサポート
Resilient Ethernet Protocol（REP）は、Cisco ASR 920シリーズルータのインターフェイスレベ
ルのトランクEFPポートで設定できます。トランクEFPポートでは、複数のブリッジドVLAN
サービスを実行することができます。トランク EFPは 1000回線の VLANのみサポートしま
す。VLANは、トランク EFPポートでブロックまたはフォワーディングステートに設定でき
ます。ユーザは、ポートで REPをイネーブルにする必要があります。デフォルトでは、REP
はすべてのポートでディセーブルです。

REP設定可能タイマー
リングネットワークトポロジでは、Fast Last Link Status（LSL）プロセスがネイバーポートを
検出し、そのポートとの接続を維持します。ポートのタイマーは、200～ 10000ミリ秒の範囲
で LSLフレームを受信するように設定できます。LSLフレームがネイバーポートから 200～
10000ミリ秒の範囲で受信されない場合、ルータ間のリンクはダウンしていると見なされます。
リンクを起動しトラフィックを復元するために、切断操作とアクションが実行されます。

リングネットワークトポロジでは、REPが 50ミリ秒以内でトラフィックを収束できない場合
があります。たとえば、トポロジが銅ケーブルの場合、銅インターフェイスのハードウェア制

限により、REPはトラフィックの収束に失敗する可能性があります。このようなシナリオで
は、リモートエンドがローカルポートのシャットダウン障害を検出するために最大で 700ミ
リ秒かかる場合があります。REPLSLは、リモート側で高いタイマー粒度と速い障害検出を達
成できるように強化されました。

次の図は、銅線インターフェイスのハードウェア制限による障害検出の遅延を示しています。
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図 3 :障害検出の遅延

REP Fast Helloでの SSOサポート
ルータがクラッシュした場合、ルータがアクティブモードになり、REP Fast Helloパケットの
送信を開始するまでに 3～ 5秒かかります。lsl age out timerコマンドで設定されたエージング
アウトタイマーの値が3秒より短い場合、リモートエンドはポート障害を検出し、再コンバー
ジェンスします。再コンバージェンス後に、ルータは特殊なタイプ、長さ、および値（TLV）
を持つ BPDUを接続ポートに送信します。ルータは、次の REPスリーウェイリンク完全性
チェックに失敗しないように、ポートのローカルおよびリモートのシーケンス番号を学習しま

す。REPのステートフルスイッチオーバー（SSO）のサポートは、LSLインターバルの期限が
切れる前に、Fast Helloパケットがルータから送信できるようにします。

REP非ネイバーエッジサポート
リングネットワークトポロジでは、集約ノードで REPがサポートされません。REPセグメン
トは、スイッチの収束を達成するために、ネイバーのないポートで作成できます。次の図は、

リングトポロジの非ネイバーエッジポートとしての P1および P2を示します。この設定で P1
および P2はトラフィックをブロックすることがあります。リンクのいずれかに障害が発生し
た場合、REP設定のすべてのスイッチが収束します。P1および P2はエッジではないため、次
のタスクをサポートしていません。

• VLANロードバランシングを実行します。

•他のセグメントおよびスパニングツリープロトコル（STP）へのトポロジ変更を検出しま
す。

•プリエンプション処理できるポートを選択します。

•完全なセグメントトポロジを表示します。

非ネイバーエッジサポートは、内部ネイバーがある新しいタイプのエッジを定義できるよう

にします。次の図では、P1および P2は中間セグメントポートではなく、非ネイバーエッジ
ポートとして設定されます。これらのポートはエッジポートのプロパティを継承し、上に示さ

れている制約を克服します。したがって、非ネイバーエッジポート（P1またはP2）はマルチ
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スパニングツリー（MST）プロトコル、Topology Change Notification（TCN）、および別のセ
グメントの REP TCNを集約スイッチに送信できます。

図 4 :非ネイバーエッジポートがあるリングトポロジ

REPの設定方法

REP管理 VLANの設定
VLANロードバランシング中のリンク障害または VLANブロッキング通知関連のメッセージ
リレーで遅延が起こらないようにするには、REPは通常のマルチキャストアドレスにハード
ウェアフラッドレイヤ（HFL）でパケットを大量に送信します。これらのメッセージは REP
セグメントだけではなくネットワーク全体にフラッディングされます。ドメイン全体の管理

VLANを設定することで、これらのメッセージのフラッディングを制御することができます。

REP管理 VLANを設定する場合、次の注意事項に従ってください。

•ルータとセグメント上には管理VLANは1つだけとなります。ただし、これはソフトウェ
アによって強制的に設定されません。

•管理 VLANを設定しない場合、デフォルトは VLAN 1です。

•インターフェイスで REPを設定するには、REP管理 VLANがトランクの EFPカプセル化
のリストに含まれていることを確認します。

手順の概要

1. enable
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2. configure terminal
3. rep admin vlan vlan-id

4. end
5. show interface [interface-id] rep [detail]
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

REP管理 VLANを設定します。rep admin vlan vlan-id

例：

ステップ 3

•管理 VLANを指定します。範囲は 2～ 4094で
す。デフォルトは VLAN 1です。

Router(config)# rep admin vlan 2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

指定したインターフェイスのREP設定およびステー
タスを表示します。

show interface [interface-id] rep [detail]

例：

ステップ 5

•物理インターフェイスまたはポートチャネル
IDを入力します。Router# show interface gigabitethernet0/1 rep

detail

（任意）ルータスタートアップコンフィギュレー

ションファイルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Router# copy running-config startup-config

インターフェイスのトランク EFPの設定

始める前に

REP操作の場合、インターフェイスのトランク EFPを設定する必要があります。このタスク
は必須で、トランク EFPの REPサポートを設定する前に行う必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. service instance trunk service-instance-id ethernet
5. encapsulation dot1q vlan range

6. rewrite ingress tag pop 1 symmetric
7. bridge-domain from-encapsulation
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

•インターフェイス IDを入力します。Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1

インターフェイス上でサービスインスタンスを設定

し、サービスインスタンスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

service instance trunk service-instance-id ethernet

例：

Router(config-if)# service instance trunk 1
ethernet

ステップ 4

インターフェイス上の dot1qフレーム入力を、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation dot1q vlan range

例：

Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q vlan
10

ステップ 5

• VLAN-IDの範囲は 1～ 20です。

サービスインスタンスへのフレーム入力で実行され

るカプセル化調整を指定します。

rewrite ingress tag pop 1 symmetric

例：

ステップ 6

Router(config-if-srv)# rewrite ingress tag pop 1
symmetric

カプセル化からブリッジドメインを取得します。bridge-domain from-encapsulation

例：

ステップ 7

Router(config-if-srv)# bridge-domain
from-encapsulation
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router (config-if-srv)end

トランク EFPの REPサポートの設定

始める前に

REP動作の場合、各セグメントインターフェイスで REPをイネーブルにして、セグメント ID
を指定する必要があります。このタスクは必須で、他の REP設定の前に実行する必要があり
ます。また、各セグメントにプライマリおよびセカンダリエッジポートを設定する必要があ

ります。その他のステップはすべて任意です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface type number

4. rep segment segment-id [edge [primary]] [preferred]
5. rep stcn {interface type number | segment id-list | stp}
6. rep block port {id port-id | neighbor-offset | preferred} vlan {vlan-list | all}
7. rep preempt delay seconds

8. end
9. show interface type number rep [detail]
10. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface type number

例：

ステップ 3

•インターフェイスタイプと番号を入力します。Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上で REPをイネーブルにして、
セグメント番号を特定します。

rep segment segment-id [edge [primary]] [preferred]

例：

ステップ 4

•指定できるセグメント IDの範囲は 1～ 1024
です。

Router(config-if)# rep segment 3 edge preferred

各セグメントに 1つのプライマリエッ
ジポートを含めて、2つのエッジポー
トを設定する必要があります。

（注）

•（任意）edge：エッジポートとしてポートを
設定します。各セグメントにあるエッジポー

トは 2つだけです。primaryキーワードなしで
edgeを入力すると、ポートがセカンダリエッ
ジポートとして設定されます。

•（任意）primary：プライマリエッジポート
（VLANロードバランシングを設定できるポー
ト）としてポートを設定します。

各セグメントにあるプライマリエッジ

ポートは 1つだけですが、2つの異な
るスイッチにエッジポートを設定して

primaryキーワードを両方のスイッチ
に入力しても、その設定は有効です。

ただし、REPではセグメントプライマ
リエッジポートとして 1つのポートだ
けが選択されます。show rep topology
特権 EXECコマンドを入力すると、セ
グメントのプライマリエッジポートを

特定できます。

（注）

•（任意）preferred：ポートが優先代替ポート
であるか、VLANロードバランシングの優先
ポートであるかを示します。

ポートを優先に設定しても、代替ポー

トになるとは限りません。同等に可能

性のあるポートよりやや可能性が高く

なるだけです。通常、前に障害が発生

したポートが、代替ポートとなります。

（注）

（任意）エッジポートを STCNを送信するように
設定します。

rep stcn {interface type number | segment id-list | stp}

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

Router(config-if)# rep stcn segment 2-5 • interface type numberキーワードと引数のペア
を使用して、STCNを受信するための物理イン
ターフェイスまたはポートチャネルを指定しま

す。

• segment id-listキーワードと引数のペアを使用
して、STCNを受信する 1つまたは複数のセグ
メントを指定します。有効な範囲は 1～ 1024
です。

• stpを入力して、STCNを STPネットワークに
送信します。

（任意）プライマリエッジポートにVLANロード
バランシングを設定して、3つの方法のいずれかを

rep block port {id port-id | neighbor-offset | preferred}
vlan {vlan-list | all}

例：

ステップ 6

使用して REP代替ポートを特定し、代替ポートで
ブロックされるように VLANを設定します。Router(config-if)# rep block port

0009001818D68700 vlan all
• id port-idキーワードペアを入力して、ポート
IDで代替ポートを指定します。セグメント内
の各ポートにポート IDが自動的に生成されま
す。show interface type number rep [detail]コマ
ンドを入力すれば、インターフェイスポート

IDを表示できます。

• neighbor-offset番号を入力して、代替ポートを
エッジポートからのダウンストリームネイバー

として指定します。有効範囲は -256～256で、
負数はセカンダリエッジポートからのダウン

ストリームネイバーを示します。0の値が無効
です。-1を入力して、セカンダリエッジポー
トを代替ポートとして識別します。

プライマリエッジポート（オフセット

番号 1）にこのコマンドを入力するの
で、代替ポートを特定するのにオフセッ

ト値 1を入力できません。

（注）

• preferredキーワードを入力して、すでにVLAN
ロードバランシングの優先代替ポートとして指

定されている通常セグメントポートを選択し

ます。

• vlan vlan-listキーワードと引数のペアを入力し
て、1つのVLANまたはVLANの範囲をブロッ
クします。
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目的コマンドまたはアクション

•すべての VLANをブロックするには、vlan all
キーワードを入力します。

•必要な一連の VLANに設定するために、この
コマンドを複数回実行します。既存のリストを

置き換えるのではなく、既存のリストにVLAN
を追加します。

REPプライマリエッジポート上にだけ
このコマンドを入力します。

（注）

（任意）プリエンプト遅延時間を設定します。rep preempt delay seconds

例：

ステップ 7

•リンク障害が発生して復旧した後に、VLAN
ロードバランシングを自動的にトリガーする

には、このコマンドを使用します。

Router(config-if)# rep preempt delay 60

•遅延時間の範囲は 15～ 300秒です。デフォル
トは、遅延時間のない手動によるプリエンプ

ションです。

REPプライマリエッジポート上にだけ
このコマンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router(config-if-srv)# end

（任意）REPインターフェイスコンフィギュレー
ションを確認します。

show interface type number rep [detail]

例：

ステップ 9

•必要に応じて、インターフェイスタイプおよ
び番号と、任意でdetailキーワードを入力しま
す。

Router# show interface Gigabitethernet0/0/1 rep
detail

（任意）スイッチスタートアップコンフィギュレー

ションファイルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

Router# copy running-config startup-config

VLANロードバランシングのプリエンプションの設定
VLANロードバランシングのプリエンプションを設定するには、プライマリエッジポートを
含むセグメントのあるルータ上で、以下の手順を完了します。
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機能制限

プライマリエッジポートでプリエンプション遅延時間を設定する rep preempt delay secondsコ
マンドを入力しない場合、デフォルトでは、セグメントでの VLANロードバランシングのト
リガーは手動になっています。show rep topologyコマンドを使用して、セグメント内のどの
ポートがプライマリエッジポートであるかを確認します。

始める前に

VLANロードバランシングのプリエンプションを設定する前に、他のすべてのセグメント設
定が完了していることを確認してください。VLANロードバランシングのプリエンプションは
ネットワークを中断する可能性があるため、rep preempt segment segment-idコマンドを入力す
ると、このコマンドの実行前に確認メッセージが表示されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. rep preempt segment segment-id

4. end
5. show rep topology

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

手動により、セグメント上の VLANロードバラン
シングをトリガーします。

rep preempt segment segment-id

例：

ステップ 3

•セグメント IDを入力します。
Router(config)# rep preempt segment 1

コマンドの実行前に、処理の確認を求め

られます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

REPトポロジ情報を表示します。show rep topology

例：

ステップ 5

Router# show rep topology

REPの SNMPトラップ設定
REP固有のトラップを送信して、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）サーバーにリン
クの動作状態の変更およびすべてのポート役割の変更を通知するようにルータを設定できま

す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. snmp mib rep trap-rate value

4. end
5. show running-config
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ルータでREPトラップの送信をイネーブルにして、
1秒あたりのトラップの送信数を設定します。

snmp mib rep trap-rate value

例：

ステップ 3

• 1秒あたりのトラップの送信数を入力します。
範囲は 0～ 1000です。デフォルトは 0（制限な

Router(config)# snmp mib rep trap-rate 500

し、発生するたびにトラップが送信される）で

す。

トラップを削除するには、no snmp mib
rep trap-rateコマンドを入力します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

（任意）実行コンフィギュレーションを表示しま

す。これを使用してREPトラップコンフィギュレー
ションを検証できます。

show running-config

例：

Router# show running-config

ステップ 5

（任意）スイッチスタートアップコンフィギュレー

ションファイルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

Router# copy running-config startup-config

REP設定のモニタリング

手順の概要

1. enable
2. show interface [interface-id] rep [detail]
3. show rep topology [segment segment-id] [archive] [detail]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

（任意）指定したインターフェイスのREP設定およ
びステータスを表示します。

show interface [interface-id] rep [detail]

例：

ステップ 2

•必要に応じて、物理インターフェイスまたは
ポートチャネル IDと、オプションのdetailキー
ワードを入力します。

Router# show interface gigabitethernet0/1 rep
detail

（任意）セグメント内のプライマリおよびセカンダ

リエッジポートを含む、1つのセグメントまたは全
セグメントの REPトポロジ情報を表示します。

show rep topology [segment segment-id] [archive]
[detail]

例：

ステップ 3

•必要に応じてオプションのキーワードと引数を
入力します。

Router# show rep topology
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REP設定可能タイマーの設定

始める前に

REP操作では、各セグメントインターフェイスで REPをイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. rep segment segment-id [edge [ no-neighbor] [primary]] [preferred]
5. rep stcn {interface type number | segment id-list | stp}
6. rep block port {id port-id | neighbor-offset | preferred} vlan {vlan-list | all}
7. rep lsl-retries number-of-tries

8. rep lsl-age-timer timer-value

9. rep preempt delay seconds

10. end
11. show interface type number rep [detail]
12. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

•インターフェイスタイプと番号を入力します。Router(config)# interface Gigabitethernet 0/0/1

インターフェイス上で REPをイネーブルにして、
セグメント番号を特定します。

rep segment segment-id [edge [ no-neighbor]
[primary]] [preferred]

例：

ステップ 4

•指定できるセグメント IDの範囲は 1～ 1024
です。Router(config-if)# rep segment 1 edge preferred

各セグメントに 1つのプライマリエッ
ジポートを含めて、2つのエッジポー
トを設定する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

•（任意）edge：エッジポートとしてポートを
設定します。各セグメントにあるエッジポー

トは 2つだけです。primaryキーワードなしで
edgeキーワードを入力すると、ポートがセカ
ンダリエッジポートとして設定されます。

•（任意）no-neighbor：ポートの外部 REPネイ
バーを持たないものとしてセグメントエッジを

設定します。

•（任意）primary：プライマリエッジポート
（VLANロードバランシングを設定できるポー
ト）としてポートを設定します。

各セグメントにあるプライマリエッジ

ポートは 1つだけですが、2つの異な
るスイッチにエッジポートを設定して

primaryキーワードを両方のスイッチ
に入力しても、その設定は有効です。

ただし、REPではセグメントプライマ
リエッジポートとして 1つのポートだ
けが選択されます。show rep topology
特権 EXECコマンドを入力すると、セ
グメントのプライマリエッジポートを

特定できます。

（注）

•（任意）preferred：ポートが優先代替ポート
であるか、VLANロードバランシングの優先
ポートであるかを示します。

ポートを優先に設定しても、代替ポー

トになるとは限りません。同等に可能

性のあるポートよりやや可能性が高く

なるだけです。通常、前に障害が発生

したポートが、代替ポートとなります。

（注）

（任意）エッジポートを STCNを送信するように
設定します。

rep stcn {interface type number | segment id-list | stp}

例：

ステップ 5

• interface type numberキーワードと引数のペア
を使用して、STCNを受信するための物理イン

Router(config-if)# rep stcn segment 2-5

ターフェイスまたはポートチャネルを指定しま

す。

• segment id-listキーワードと引数のペアを使用
して、STCNを受信する 1つまたは複数のセグ
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目的コマンドまたはアクション

メントを指定します。有効な範囲は 1～ 1024
です。

• STCNをSTPネットワークに送信するために、
stp キーワードを入力します。

（任意）プライマリエッジポートにVLANロード
バランシングを設定して、3つの方法のいずれかを

rep block port {id port-id | neighbor-offset | preferred}
vlan {vlan-list | all}

例：

ステップ 6

使用して REP代替ポートを特定し、代替ポートで
ブロックされるように VLANを設定します。Router(config-if)# rep block port

0009001818D68700 vlan all
• idport-idキーワードと引数のペアを入力して、
ポート IDで代替ポートを指定します。セグメ
ント内の各ポートにポート IDが自動的に生成
されます。show interface type number rep [detail]
コマンドを入力すれば、インターフェイスポー

ト IDを表示できます。

• neighbor-offset番号を入力して、代替ポートを
エッジポートからのダウンストリームネイバー

として指定します。有効範囲は -256～256で、
負数はセカンダリエッジポートからのダウン

ストリームネイバーを示します。0の値が無効
です。-1を入力して、セカンダリエッジポー
トを代替ポートとして識別します。

プライマリエッジポート（オフセット

番号 1）にこのコマンドを入力するの
で、代替ポートを特定するのにオフセッ

ト値 1を入力できません。

（注）

• preferredキーワードを入力して、すでにVLAN
ロードバランシングの優先代替ポートとして指

定されている通常セグメントポートを選択し

ます。

• vlan vlan-listキーワードと引数のペアを入力し
て、1つのVLANまたはVLANの範囲をブロッ
クします。

•すべての VLANをブロックするには、vlan all
キーワードを入力します。

•必要な一連の VLANに設定するために、この
コマンドを複数回実行します。既存のリストを
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目的コマンドまたはアクション

置き換えるのではなく、既存のリストにVLAN
を追加します。

REPプライマリエッジポート上にだけ
このコマンドを入力します。

（注）

LSLによって許容されるリトライ回数を設定しま
す。

rep lsl-retries number-of-tries

例：

ステップ 7

Router(config-if)# rep lsl-retries 3

障害検出時間を設定します。rep lsl-age-timer timer-value

例：

ステップ 8

•有効値は120～10000です。パフォーマンスを
考慮して、最小範囲を200に設定することを推Router(config-if)# rep lsl-age-timer 200

奨します。値を小さくするとパフォーマンスが

向上しますが、このコマンドの変更は慎重に考

える必要があります。値をむやみに下げると、

システムが不安定になる可能性があります。

rep preempt delay secondsステップ 9 •（任意）プリエンプト遅延時間を設定します。

例：
•リンク障害が発生して復旧した後に、VLAN
ロードバランシングを自動的にトリガーする

には、このコマンドを使用します。

Router(config-if)# rep preempt delay 60

•遅延時間の範囲は 15～ 300秒です。デフォル
トは、遅延時間のない手動によるプリエンプ

ションです。

REPプライマリエッジポート上にだけ
このコマンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Router(config-if-srv)# end

（任意）REPインターフェイスの設定を表示しま
す。

show interface type number rep [detail]

例：

ステップ 11

•必要に応じて、インターフェイスタイプおよ
び番号と、任意でdetailキーワードを入力しま
す。

Router# show interface Gigabitethernet0/0/1 rep
detail
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目的コマンドまたはアクション

（任意）スイッチスタートアップコンフィギュレー

ションファイルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 12

Router# copy running-config startup-config

非ネイバーエッジポートとしての REPの設定

始める前に

REP操作では、各セグメントインターフェイスで REPをイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. rep segment segment-id [edge [no-neighbor] [primary]] [preferred]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

•インターフェイスタイプと番号を入力します。Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/1

インターフェイス上でREPをイネーブルにして、セ
グメント番号を特定します。

rep segment segment-id [edge [no-neighbor] [primary]]
[preferred]

例：

ステップ 4

•指定できるセグメント IDの範囲は 1～ 1024で
す。Router(config-if)# rep segment 1 edge no-neighbor

preferred

各セグメントに 1つのプライマリエッ
ジポートを含めて、2つのエッジポー
トを設定する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

•（任意）edge：エッジポートとしてポートを設
定します。各セグメントにあるエッジポートは

2つだけです。primaryキーワードなしで edge
を入力すると、ポートがセカンダリエッジポー

トとして設定されます。

•（任意）no-neighbor：ポートの外部 REPネイ
バーを持たないものとして、セグメントエッジ

を指定します。

•（任意）primary：プライマリエッジポート
（VLANロードバランシングを設定できるポー
ト）としてポートを設定します。

各セグメントにあるプライマリエッジ

ポートは 1つだけですが、2つの異なる
スイッチにエッジポートを設定して

primaryキーワードを両方のスイッチに
入力しても、その設定は有効です。ただ

し、REPではセグメントプライマリ
エッジポートとして 1つのポートだけ
が選択されます。show rep topology特権
EXECコマンドを入力すると、セグメン
トのプライマリエッジポートを特定でき

ます。

（注）

•（任意）preferred：ポートが優先代替ポートま
たはVLANロードバランシングの優先ポートで
あることを指定します。

ポートを優先に設定しても、代替ポート

になるとは限りません。同等に可能性の

あるポートよりやや可能性が高くなるだ

けです。通常、前に障害が発生したポー

トが、代替ポートとなります。

（注）
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例

REPの設定例

REP管理 VLANの設定
次に、管理 VLANを VLAN 100として設定する例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# rep admin vlan 100
Router(config-if)# end

トランク EFPの REPサポートの設定
次に、トランク EFPの REPサポートを設定する例を示します。セグメント 1のプライマリ
エッジポートがセグメント 5を通じて STCNをセグメント 2に送信するようにインターフェ
イスを設定し、ポート IDが 0009001818D68700のポートがセグメントポート障害とリカバリ
の後に 60秒のプリエンプション遅延後、すべての VLANをブロックするように代替ポートを
設定します。

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet0/0/1
Router(config-if)# rep segment 1 edge primary
Router(config-if)# rep stcn segment 2-5
Router(config-if)# rep block port id 0009001818D68700 vlan all
Router(config-if)# rep preempt delay 60
Router(config-if)# service instance trunk 1 ethernet
Router(config-if-srv)# encapsulation dot1q
Router(config-if-srv)# rewrite ingress tag pop 1 symmetric
Router(config-if-srv)# bridge-domain from-encapsulation
Router(config-if-srv)# end

次の図に示すようにVLANブロッキングを設定する方法を示します。代替ポートは、ネイバー
オフセット番号 4のネイバーです。手動によるプリエンプションのあとに、VLAN 100～ 200
がこのポートでブロックされ、その他のすべてのVLANがプライマリエッジポートE1（ギガ
ビットイーサネットポート 0/0/1）でブロックされます。
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図 5 : VLANブロッキングの例

Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitethernet0/0/1
Router(config-if)# rep segment 1 edge primary
Router(config-if)# rep block port 4 vlan 100-200
Router(config-if)# end

VLANロードバランシングのプリエンプションの設定
Router>end
Router# configure terminal
Router(config)rep preempt segment 1
Router(config)# end

REPの SNMPトラップ設定
次の例は、1秒あたり 10トラップの割合で REPトラップを送信するようにルータを設定する
方法を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp mib rep trap-rate 10
Router(config)# end

REP設定のモニタリング
次に、show interface rep detailコマンドの出力例を示します。REPインターフェイスの 1つで
show interface rep detailコマンドを使用して、REP設定をモニターして検証します。

Router# show interface GigabitEthernet 0/0/1 rep detail

GigabitEthernet0/1 REP enabled
Segment-id: 2 (Edge)
PortID: 00010019E7144680
Preferred flag: No
Operational Link Status: TWO_WAY
Current Key: 0002001121A2D5800E4D
Port Role: Open
Blocked Vlan: <empty>
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Admin-vlan: 100
Preempt Delay Timer: disabled
Load-balancing block port: none
Load-balancing block vlan: none
STCN Propagate to: none
LSL PDU rx: 3322, tx: 1722
HFL PDU rx: 32, tx: 5
BPA TLV rx: 16849, tx: 508
BPA (STCN, LSL) TLV rx: 0, tx: 0
BPA (STCN, HFL) TLV rx: 0, tx: 0
EPA-ELECTION TLV rx: 118, tx: 118
EPA-COMMAND TLV rx: 0, tx: 0
EPA-INFO TLV rx: 4214, tx: 4190

REP設定可能タイマーの設定
Router# configure terminal
Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/4
Router(config-if)# rep segment 4 edge preferred
Router(config-if)# rep stcn segment 2-5
Router(config-if)# rep block port 0009001818D68700 vlan all
Router(config-if)# rep lsl-retries 3
Router(config-if)# rep lsl-age-timer 200
Router(config-if)# rep preempt delay 300
Router(config-if)# exit
Router# show interface GigabitEthernet 0/0/1 rep detail
Router# copy running-config startup-config

REP非ネイバーエッジサポートの設定
Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface GigabitEthernet0/2
Router(config-if)# rep segment t1 edge no-neighbor primary

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All

Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS LAN Switching Command
Reference』

LANスイッチングコマンド：コマンド構文、コ
マンドモード、コマンド履歴、デフォルト、使

用上のガイドライン、および例

『Spanning Tree Protocol (STP)/802.1D』スパニングツリープロトコルの概要
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/lanswitch/command/reference/lsw_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/lanswitch/command/reference/lsw_book.html
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk389/tk621/tk5/tsd_technology_support_sub-protocol_home.html
http://www.cisco.com/en/US/tech/tk389/tk621/tk5/tsd_technology_support_sub-protocol_home.html


マニュアルタイトル関連項目

『Spanning Tree PortFast BPDU Guard
Enhancement』

スパニングツリー PortFast BPDUガード拡張機
能

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

Resilient Ethernet Protocolの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 : Resilient Ethernet Protocolの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR 920シリーズアグリゲー
ションサービスルータ（ASR-920-12CZ-A、
ASR-920-12CZ-D、ASR-920-4SZ-A、
ASR-920-4SZ-D）に導入されました。

Cisco IOS XE Release
3.13.0S

Resilient Ethernet
Protocol
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第 2 章

REPアクセスゲートウェイ

Resilient Ethernet Protocol（REP）は、高速障害検出と回復を提供するように設計されたリング
保護プロトコルです。REPEdgeネイバーなし（RENN）ポートは、REPセグメントのエッジに
あるポートであり、REPをサポートしないピアデバイスに接続されます。この機能を使用す
ると、エラーが検出されたときに CFMが REPに通知できます。これにより、CFMを使用し
て Edgeリンクのステータスをモニターし、REPがアクションを実行できます。

この機能では、REPの通信により、REPアクセスゲートウェイ（REP-AG）が設定されたCisco
ASR 900シリーズルータおよび Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータ間
でのイーサネット障害検出（EFD）通知が有効になります。

• REPアクセスゲートウェイの前提条件（31ページ）
• REPアクセスゲートウェイの制約事項（32ページ）
• REPアクセスゲートウェイに関する情報（32ページ）
• REPアクセスゲートウェイの設定方法（33ページ）
•設定例（35ページ）
• REPアクセスゲートウェイの確認（36ページ）
•その他の参考資料（37ページ）

REPアクセスゲートウェイの前提条件
•非 REPデバイスポートに接続されたインターフェイスは、REPエッジ NNポートとして
設定する必要があります。

• CCM通知は、REPエッジ NNポートでのみ処理されます。

•ポートMEPはREPAGでのみサポートされます。ポートMEPは単一のホップを保護する
ように設定され、CFMを通してリンクステートを監視するために使用されます。
『Configuring Ethernet Connectivity Fault Management in a Service Provider Network』を参照し
てください。

• EFDはダウンMEPでサポートされます。ダウンMEPは、MEPが設定されているポート
に接続された回線を経由して、CFMフレームを送受信します。『Configuring Ethernet
Connectivity Fault Management in a Service Provider Network』を参照してください。
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REPアクセスゲートウェイの制約事項

• REP AGは、ポートMEPでのみサポートされます。

• REPデバイスと非 REPデバイスの間でリンクダウンが確認された場合、コンバージェン
ス時間は銅線接続の方が長くなります。

• EFDは、ポートMEPおよび EFP MEPでサポートされます。

• EFDがサポートされているMAの CCM間隔には制限があります。

• EFDはトランク EFPではサポートされません。

• EFD通知は、MAごとに 1つのクライアントに対してのみサポートされます。EFD通知
は、G-8032と REPの両方で同時にサポートできません。

• EFDのインターフェイスまたは EFPで設定できるMEPは 1つだけです。

•ピアノードからリンクステータスレイヤ（LSL）フレームを受信するREPエッジネイバー
なし（ENN）設定ポートは、自動的に REPポートに変換されます。

REPデバイスに自動的に設定されたログメッセージ%REP-6-AUTOCONFIG: Interface
GigabitEthernet< >が表示されます。

• REPは、efd notify rep（CCM）なしで、ポートチャネルインターフェイスでサポートさ
れます。

•コンバージェンス時間は 100～ 200ミリ秒です。

REPアクセスゲートウェイに関する情報
ネットワークでは、リンク障害が発生すると、REPネットワークに直接接続されている非REP
デバイスネットワーク（アクセスゲートウェイ）が障害通知を送信するため、REPネットワー
クはトラフィックを代替ルートへと再ルーティングできます。ただし、REP Edgeネイバーな
し（REP ENN）をサポートするアクセスデバイスは、REP Edgeネイバーなしポートとして設
定された 1つのインターフェイスのみをサポートするため、REPアクセスゲートウェイ（REP
AG）デバイスのアーキテクチャはサポートされません。

高速障害検出は、接続障害マネージャ（CFM）と REP間の通信を有効にすることで確立でき
ます。エッジポートの CFMは、モニター対象リンクで障害が検出された場合に REPに通知
し、適切な再コンバージェンスアクションを実行できるようにします。

通信のメカニズムでは、REPがイーサネット障害検出（EFD）クライアントとして登録されま
す。これにより、設定可能なしきい値を超える CFM障害が発生すると、REPへの通知がトリ
ガーされます。
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ルータで EFD通知をトリガーするには、CFMを設定する必要があります。（注）

REPアクセスゲートウェイの機能強化
REPデバイスと非 REPデバイスが接続されているネットワークでは、リンク障害が発生する
と、REPネットワークに直接接続されている非 REPデバイスネットワーク（アクセスゲート
ウェイ）が障害通知を送信するため、REPネットワークはトラフィックを代替ルートへと再
ルーティングできます。ただし、REP Edgeネイバーなし（REP ENN）をサポートするアクセ
スデバイスは、REP Edgeネイバーなしポートとして設定された 1つのインターフェイスのみ
をサポートするため、REPアクセスゲートウェイ（REP AG）デバイスのアーキテクチャはサ
ポートされません。

REP-AGが設定されたデバイスでの高速障害検出は、接続障害マネージャ（CFM）と REP間
の通信を有効にすることで実現できます。エッジポートの CFMは、モニター対象リンクで障
害が検出された場合に REPに通知し、適切な再コンバージェンスアクションを実行できるよ
うにします。

通信のメカニズムでは、REPがイーサネット障害検出（EFD）クライアントとして登録されま
す。これにより、設定可能なしきい値を超える CFM障害が発生すると、REPへの通知がトリ
ガーされます。

REPアクセスゲートウェイの設定方法

EFD通知のイネーブル化

始める前に

CFM IEEEは、EFD通知をイネーブルする前にイネーブルする必要があります。詳細について
は、『Configuring Ethernet Connectivity Fault Management in a Service Provider Network』を参照し
てください。

CFM設定の詳細については、『Carrier Ethernet Configuration Guide, Cisco IOS XE Release (Cisco
ASR 900 Series)』、『』を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ethernet cfm domain domain-name level level-id

4. service {short-ma-name | number MA-number | vlan-id primary-vlan-id | vpn-id vpn-id} {vlan
vlan-id | port | evc evc-name} direction {up | down}

5. continuity-check [interval time | loss-threshold threshold | static rmep]
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6. continuity-check [interval cc-interval]
7. efd notify {g8032|rep}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定されたメンテナンスレベルで CFMメンテナン
スドメインを定義し、CLIをイーサネット CFMコ
ンフィギュレーションモードにします。

ethernet cfm domain domain-name level level-id

例：

Router(config)# ethernet cfm domain Customer level
7

ステップ 3

メンテナンスドメイン内にメンテナンスアソシエー

ションを設定し、イーサネット接続障害管理

service {short-ma-name | number MA-number | vlan-id
primary-vlan-id | vpn-id vpn-id} {vlan vlan-id | port |
evc evc-name} direction {up | down}

ステップ 4

（CFM）サービスコンフィギュレーションモード
を開始します。例：

Device(config-ecfm)# service s1 port

CCMの送信をイネーブルにします。continuity-check [interval time | loss-threshold threshold
| static rmep]

ステップ 5

例：

Router(config-ecfm-srv)# continuity-check

各サービスについてパラメータを設定し、CCMが
送信される間隔を設定します。

continuity-check [interval cc-interval]

例：

ステップ 6

Device(config-ecfm-srv)# continuity-check interval
10s

efd notify {g8032|rep}ステップ 7 • g8032：MAで G.8032通知をイネーブルにしま
す。例：

• rep：MAで REP通知をイネーブルにします。Router(config)# efd notify rep
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目的コマンドまたはアクション

1つのインスタンスではMAに対して
G.8032通知または REP通知のいずれか
を設定できます。たとえば、MAに対し
て G.8032通知がイネーブルになってい
るときに REP通知をイネーブルにする
と、G.8032通知はディセーブルになり
ます。

（注）

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Device(config-erp-profile)# end

設定例

例：REP AG EFDの設定
以下に、ルータで EFD通知がイネーブルになっている場合の例を示します。

ethernet cfm ieee
ethernet cfm global
ethernet cfm traceroute cache
ethernet cfm traceroute cache hold-time 60
ethernet cfm domain d1 level 6
service s1 port
continuity-check
continuity-check interval 100ms
efd notify rep

end
..
1

interface GigabitEthernet0/1/2
ethernet cfm mep domain d1 mpid 3 service s1
service instance trunk 1 ethernet
encapsulation dot1q 209-212
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain from-encapsulation

end
..
!

interface GigabitEthernet0/1/3
ethernet cfm mep domain d1 mpid 4 service s1
service instance trunk 1 ethernet
encapsulation dot1q 209-212
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain from-encapsulation

end
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..
!

REPアクセスゲートウェイの確認

例：REP AG EFD通知の確認
ステータス EFDを表示するには、 show interface コマンドを使用します。

•次の例は、インターフェイスの EFDステータスを示します。
Router# show interface gigabitethernet 0/1/7 rep detail

Interface Gi0/1/7
---
GigabitEthernet1/7 REP enabled

Segment-id: 1 (Primary Edge No-Neighbor)
PortID: 000DE8BA70DD3000
Preferred flag: No
Operational Link Status: NO_NEIGHBOR
Current Key: 001878DA6ED817002FF3
Port Role: Open
Blocked VLAN: empty
Admin-vlan: 2
Preempt Delay Timer: disabled
LSL Ageout Timer: 5000 ms
LSL Ageout Retries: 5
Configured Load-balancing Block Port: none
Configured Load-balancing Block VLAN: none
STCN Propagate to: STP
EFD State : Enabled
EFD Status : Clear
LSL PDU rx: 0, tx: 0
HFL PDU rx: 32, tx: 1
BPA TLV rx: 0, tx: 0
BPA (STCN, LSL) TLV rx: 0, tx: 0
BPA (STCN, HFL) TLV rx: 0, tx: 0
EPA-ELECTION TLV rx: 0, tx: 18
EPA-COMMAND TLV rx: 0, tx: 0
EPA-INFO TLV rx: 0, tx: 0

•次の例は、REPトポロジを示します。
Router# show rep topolgy

REP Segment 911
BridgeName PortName Edge Role
---------------- ---------- ---- ----
node3 Te0/0/12 Pri* Alt
node3 Gi0/0/11 Open
node4 Gi0/0/11 Open
node4 Gi0/0/0 Open
node2 Gi0/0/0 Open
node2 Gi0/0/7 Sec* Open

•以下は、 CFM EFD MEP情報の例です。
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show ethernet cfm efd mepコマンドを実行する前に、コンフィギュ
レーションモードで service internalを設定します。

（注）

Router# show ethernet cfm efd mep

Domain d1, Service s1: notify REP, EFD not triggered
ID Interface SrvcInst Defect Threshold Triggered?
---- ---------- -------- ------------- ------------- ----------
4 Te0/0/12 N/A None DefMACstatus No

以下は、障害が検出されたときの CFM EFD MEP情報の例です。
Router# show ethernet cfm efd meps | sec ring1
Domain dom1_ring1, Service ser1_ring1: notify REP, EFD not triggered
ID Interface SrvcInst Defect Threshold Triggered?
---- --------- -------- ------- --------- ----------
3 Te0/0/12 NA None DefMACstatus No

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSマスターコマンドリスト

『Carrier Ethernet Configuration Guide, Cisco IOS
XE Release (Cisco ASR 900 Series)』

『Carrier Ethernet Configuration Guide, Cisco
IOS XE Release (Cisco ASR 900 Series)』

標準

タイトル標準

--新しい規格または変更された規格はサポートされていません。また、既存の規格に

対するサポートに変更はありません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、お
よびフィーチャセットに関するMIBを探してダウ
ンロードするには、次の URLにある Cisco MIB
Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサ
ポートされていません。また、既存の

MIBに対するサポートに変更はありませ
ん。
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RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポートされていません。また、既存の RFC
に対するサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右のURLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。
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第 3 章

単方向リンク検出（UDLD）プロトコル

単方向リンク検出プロトコルは、スパニングツリーのループなどの望ましくない状況が発生す

る前に単方向接続を検出してディセーブルにするレイヤ 2プロトコルです。

• UDLDプロトコルの制約事項（39ページ）
• UDLDプロトコルに関する情報（39ページ）
• UDLDプロトコルの設定方法（43ページ）
•設定例（47ページ）
• UDLDプロトコルの確認（47ページ）

UDLDプロトコルの制約事項
•ギガビットイーサネット、10ギガビットイーサネット、およびファストイーサネットイ
ンターフェイスでのみサポートされます。

•基本的な UDLD機能のみサポートされます。

UDLDプロトコルに関する情報

UDLDの概要
シスコ独自の UDLDプロトコルにより、LANポートに接続された光ファイバまたは銅製（カ
テゴリ5ケーブルなど）イーサネットケーブルを使用して接続されたデバイスで、ケーブルの
物理構成をモニターし、単方向リンクの存在を検出することができます。単方向リンクはスパ

ニングツリートポロジループなど、さまざまな問題の原因となるため、単方向リンクが検出

された場合、UDLDは影響を受けた LANポートをシャットダウンして、該当するユーザーに
アラートを表示します。

UDLDは、レイヤ 1プロトコルと協調してリンクの物理ステータスを検出するレイヤ 2プロト
コルです。レイヤ 1では、物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションに
よって処理されます。UDLDは、ネイバー IDの検出、誤って接続されたLANポートのシャッ
トダウンなど、自動ネゴシエーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエー

Cisco IOS XE 17（Cisco ASR 920シリーズ）LANスイッチングコンフィギュレーションガイド
39



ションと UDLDの両方をイネーブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的お
よび論理的な単方向接続、および他のプロトコルの誤動作を防止します。

リンク上でローカルデバイスが送信したトラフィックはネイバーで受信されるが、ネイバーか

ら送信されたトラフィックはローカルデバイスで受信されない場合に、単方向リンクが発生し

ます。対になったファイバケーブルのうち一方の接続が切断された場合、自動ネゴシエーショ

ンがアクティブである限り、そのリンクはアップ状態が維持されなくなります。このようなシ

ナリオでは、論理リンクは不定であり、UDLDは何の処理も行いません。レイヤ 1で両方の光
ファイバが正常に動作している場合は、レイヤ 2で UDLDが、これらの光ファイルが正しく
接続されているかどうか、および正しいネイバー間でトラフィックが双方向に流れているかを

調べます。自動ネゴシエーションはレイヤ1で動作するため、このチェックは自動ネゴシエー
ションでは実行できません。

ルータは、UDLDがイネーブルの LANポートのネイバーデバイスに、UDLDパケットを定期
的に送信します。このパケットが一定時間内にエコーバックされ、かつ特定の確認応答（エ

コー）がない場合には、そのリンクは単方向リンクとしてフラグ付けされ、LANポートが
シャットダウンされます。単方向リンクが正しく識別されディセーブルされるようにするに

は、リンクの両端のデバイスで UDLDプロトコルがサポートされている必要があります。

UDLDは、インターフェイスの誤配線または誤動作によるイーサネット光ファイバおよび銅線
インターフェイス上の単方向リンクを検出し、ディセーブルにします。

UDLDは、不要なトラフィックの送信を避けるために、すべてのポートでデフォルトでディ
セーブルになっています。

（注）

光ファイバインターフェイスを設定するには、グローバルレベルで udldコマンドを有効にし
ます。銅線インターフェイスの場合は、インターフェイスレベルで udld port コマンドを有効
にします。

UDLDのメカニズムを下図に示します。

図 6 :単方向リンク

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブで
す。通常モードの UDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する
単一方向リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイス
トペアリンク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク

上のインターフェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。
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UDLD通常モード

通常モードの UDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合
に単方向リンクを検出しますが、レイヤ 1メカニズムは、この誤接続を検出しません。イン
ターフェイスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単方向リンクを

検出するはずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単方向リンクを
検出できません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディセー
ブルにしません。ペアの一方の光ファイバが切断されており、自動ネゴシエーションがアク

ティブであると、レイヤ1メカニズムはリンクの物理的な問題を検出しないため、リンクは稼
働状態でなくなります。この場合、UDLDは何のアクションも行わず、論理リンクは不確定と
見なされます。

UDLDアグレッシブモード

UDLDアグレッシブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイン
トツーポイントのリンク上にのみ設定します。UDLDアグレッシブモードをイネーブルに設定
した場合、UDLDネイバー関係が確立されている双方向リンク上のポートは UDLDパケット
の受信を停止します。UDLDはネイバーとの接続を再確立しようとします。再試行が 8回失敗
すると、ポートはディセーブルになります。

スパニングツリーループを防止するため、間隔がデフォルトの 15秒である非アグレッシブな
UDLDでも、（デフォルトのスパニングツリーパラメータを使用して）ブロッキングポート
がフォワーディングステートに移行する前に、単方向リンクをシャットダウンすることができ

ます。

UDLDは、いずれかのモードが有効になっている場合、次のシナリオでトラフィックが廃棄さ
れないように、リンク上のポートをエラーディセーブルできます。以下は通常モードまたはア

グレッシブモードです。

•リンクの一方の側でポート（TXまたは RX）スタックを使用している場合。

•リンクの一方の側がダウンしているが、もう一方の側がアップしたままの場合。

UDLDの機能
UDLDは、次の機能を実行します。

• UDLDが設定されているアクティブなすべてのインターフェイスにプローブパケットを送
信し、各デバイスにネイバーに関する情報を提供します。

•ネイバーに関する情報を確認し、更新したネイバー情報をキャッシュテーブルに保持しま
す。

• UDLDパケットを送信する新しいネイバーを検出したり、ネイバーがキャッシュの再同期
を要求したりすると、複数のエコーメッセージを送信します。

•単方向の接続が検出されると、影響を受けるポートをシャットダウンして、ユーザーに通
知します。UDLDプロトコルにより単方向リンクが正しく識別されその使用が禁止される
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ようにするためには、リンクの両端のデバイスで UDLDがサポートされている必要があ
ります。

•アグレッシブモードがイネーブルの場合、双方向リンク上のポートが UDLDパケットを
受信しなくなると、ネイバーとの接続を再確立します。この再試行に 8回失敗すると、
ポートはディセーブル状態になります。

単方向リンクの検出

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

ネイバーデータベースメンテナンス

UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスでHelloパケット（別名アドバタイズメント
またはプローブ）を定期的に送信して、他の UDLD対応ネイバーについて学習し、各デバイ
スがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが helloメッセージを
受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が経過するまで、情

報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、スイッチが新しいhello
メッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き換えられます。UDLDの稼働
中にインターフェイスをディセーブルにしたり、インターフェイスで UDLDをディセーブル
にしたり、またはスイッチをリセットした場合はいつでも、設定変更によって影響を受けたイ

ンターフェイスの既存のキャッシュエントリがすべて消去されます。UDLDは、ステータス
変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュするよう、ネイバーに通知するメッセージ

を1つまたは複数送信します。このメッセージは、キャッシュを継続的に同期するためのもの
です。

イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを学習
するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続の UDLDデバイ
ス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作はすべての

UDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを受信するように
待機します。検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リン

クは、UDLDモードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにあ
る場合、リンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがアグ
レッシブモードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスはシャット

ダウンされます。通常モードにある UDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべて
のネイバーのキャッシュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再
起動し、未同期の可能性のあるネイバーとの再同期を行います。アグレッシブモードをイネー

ブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまたは検出段階で期限切れになる

と、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性のあるネイバーとの再同期を
行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステートが不確定のままの場合、

UDLDはポートをシャットダウンします。
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UDLDプロトコルの設定方法

UDLDプロトコルのイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. udld {enable|aggressive}
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータでUDLDプロトコルをイネーブル化します。udld {enable|aggressive}

例：

ステップ 3

Router(config)# udld enable

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config-erp-profile)# end

インターフェイスレベルでの UDLDプロトコルのイネーブル化

手順の概要

1. interface interface-id

2. udld port [aggressive]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。指定できるインターフェイスは、物

理ポートです。

interface interface-id

例：

Router(config)# interface gigabitethernet0/0/1

ステップ 1

特定のポート上で UDLDをイネーブルにします。
aggressiveキーワードを入力してアグレッシブモー

udld port [aggressive]

例：

ステップ 2

ドをイネーブルにします。光ファイバ LANポート
Router(config)# udld port aggressive

の場合、このコマンドはudld enableグローバルコン
フィギュレーションコマンドによる設定を上書きし

ます。

光ファイバ以外の LANポートで UDLDをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

インターフェイスレベルでの UDLDプロトコルのイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. udld port [aggressive]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。指定できるインターフェイスは、物

理ポートです。

interface interface-id

例：

Router(config)# interface gigabitethernet0/0/1

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

特定のポート上で UDLDをイネーブルにします。
aggressiveキーワードを入力してアグレッシブモー

udld port [aggressive]

例：

ステップ 4

ドをイネーブルにします。光ファイバ LANポート
Router(config)# udld port aggressive

の場合、このコマンドはudld enableグローバルコン
フィギュレーションコマンドによる設定を上書きし

ます。

光ファイバ以外の LANポートで UDLDをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-erp-profile)# end

UDLDプローブメッセージ間隔のイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. udld message time interval

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

UDLDプローブメッセージ間の時間を秒単位で設定
します。有効な範囲は 7～ 90秒です。デフォルト
は 15秒です。

udld message time interval

例：

Router(config)# udld message time 90

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config-erp-profile)# end

UDLDプロトコルのリカバリ
UDLDリカバリが有効な場合、UDLDエラーによって無効になったポートのリセットの終了を
試行します。デフォルトのリカバリタイマーは 300秒です。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. udld recovery inteval

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータで UDLDリカバリをイネーブル化します。udld recovery inteval

例：

ステップ 3

• inteval：リカバリ時間間隔を設定します。有効
な範囲は 30～ 86400秒です。デフォルト値は
300秒です。

Router(config)# udld recovery

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config-erp-profile)# end
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ポートのリセット

手順の概要

1. enable
2. udld reset
3. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

UDLDによってシャットダウンされたポートをリ
セットします。

udld reset

例：

ステップ 2

Router# udld reset

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 3

Device(config-erp-profile)# end

設定例

例：UDLDプロトコルの設定
以下に、ルータの UDLDの例を示します。
show running-config | i udld
udld enable
udld message time 7
udld recovery
udld recovery interval 30

UDLDプロトコルの確認

例：UDLDプロトコルの確認
ポートの UDLDプロトコルのステータスを表示するには、show udldコマンドを使用します。
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•次の例では、ルータのすべてのポートの UDLDプロトコルを表示しています。
Router# show udld
Interface Te0/0/0
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement - Single neighbor detected
Message interval: 15
Time out interval: 5

Entry 1
---
Expiration time: 40
Cache Device index: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device ID: FOX1736P0JP
Port ID: Te0/1/0
Neighbor echo 1 device: FOX1709P3D0
Neighbor echo 1 port: Te0/0/0

Message interval: 15
Time out interval: 5
CDP Device name: RSP1B

Interface Gi0/2/0
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement - Single neighbor detected
Message interval: 15
Time out interval: 5

Entry 1
---
Expiration time: 33
Cache Device index: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device ID: FOC1528V27K
Port ID: Gi0/2
Neighbor echo 1 device: FOX1709P3D0
Neighbor echo 1 port: Gi0/2/0

Message interval: 15
Time out interval: 5
CDP Device name: RSP1A

Interface Gi0/2/1
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement - Single neighbor detected
Message interval: 15
Time out interval: 5

Entry 1
---
Expiration time: 33
Cache Device index: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device ID: FOC1639V1Z4
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Port ID: Gi0/4
Neighbor echo 1 device: FOX1709P3D0
Neighbor echo 1 port: Gi0/2/1

Message interval: 15
Time out interval: 5
CDP Device name: RSP1A

Interface Gi0/2/2
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Unknown
Current operational state: Advertisement
Message interval: 15
Time out interval: 5
No neighbor cache information stored

Interface Gi0/2/3
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Unknown
Current operational state: Link down
Message interval: 15
Time out interval: 5
No neighbor cache information stored

Interface Gi0/2/4
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Disabled
Current bidirectional state: Unknown

Interface Gi0/2/5
---
Port enable administrative configuration setting: Disabled
Port enable operational state: Disabled
Current bidirectional state: Unknown

Interface Gi0/2/6
---
Port enable administrative configuration setting: Disabled
Port enable operational state: Disabled
Current bidirectional state: Unknown
.
.
.

•次の例では、10個のギガビットイーサネットインターフェイスのUDLDプロトコルを表
示しています。

Router# show udld tengigabitethernet 0/0/0

Interface Te0/0/0
---
Port enable administrative configuration setting: Follows device default
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement - Single neighbor detected
Message interval: 15
Time out interval: 5

Entry 1
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---
Expiration time: 43
Cache Device index: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device ID: FOX1736P0JP
Port ID: Te0/1/0
Neighbor echo 1 device: FOX1709P3D0
Neighbor echo 1 port: Te0/0/0

Message interval: 15
Time out interval: 5
CDP Device name: RSP1B

Router# show running-config | i udld
udld enable
udld message time 15
udld recovery
udld recovery interval 30

•次の例では、UDLDプロトコルネイバーを表示しています。
Router# show udld neighbors

Port Device Name Device ID Port ID Neighbor State
------------ ------------- ------------ ------------ ----------------
Te0/0/0 FOX1736P0JP 1 Te0/1/0 Bidirectional
Gi0/2/0 FOC1528V27K 1 Gi0/2 Bidirectional
Gi0/2/1 FOC1639V1Z4 1 Gi0/4 Bidirectional
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第 4 章

自動Media Senseの設定

CiscoASR920シリーズ（ASR-920-12CZ-AおよびASR-920-12CZ-D）は、8つのデュアルメディ
アポートをサポートします。デュアルメディアポートは、RJ45モードまたは SFP（光ファイ
バ）モードで動作します。AMSは、メディアデュアルポートのいずれかでリンクアクティビ
ティを検出し、通信用のリンクをイネーブル化します。デフォルトでは、リンク接続がない場

合、リンク状態はdownになります。メディアが接続されると、AMSは接続を検出してリンク
を確立し、リンク状態を upにします。同じポートにRJ45リンクと光ファイバリンクの両方が
接続されている場合、ポートは光ファイバモードで upになります。

•自動Media Senseの設定の制約事項（51ページ）
•自動Media Senseに関する情報（51ページ）
•自動Media Senseの設定方法（52ページ）

自動Media Senseの設定の制約事項
• 100%の回線速度でメディアタイプが RJ45から SFPに、またはその逆に変更されると、
ポートはダウンします。回避策として、トラフィックを停止し、ポートで shut/no shut操
作を実行します。

•デフォルトでは、メディアタイプが auto-selectに選択されている場合、自動ネゴシエー
ションが常に有効になります。

•ポート 4～ 11では、同じポートを同時にRJ45または SFPとして使用することはできませ
ん。

自動Media Senseに関する情報
デュアルメディアは、PHYレベルでサポートされています。Cisco ASR 920シリーズ
（ASR-920-12CZ-AおよびASR-920-12CZ-D）は、8つのデュアルメディアポートをサポートし
ます。すべてのメディアタイプモードは、IOSインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドで制御されます。

•メディアタイプ「auto」は自動メディア検出用です。
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•メディアタイプ「rj45」は rj45モード用です。
•メディアタイプ「sfp」は SFPモード用です。

ポート番号 4～ 11は、RJ45またはファイバモードのいずれかで動作します。

表 2 : Cisco ASR 920シリーズ前面パネルのポート配置

10G
SFP+

1G AMSポート1G SFPのみ

1311x9x7x5x1197531

1210x8x6x[4x]1086420

自動Media Senseの設定方法

メディアタイプの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. media-type {auto-select | rj45 | sfp}
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

設定するデュアルメディアポートを指定し、イン

ターフェイス設定モードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/5
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスとデュアルメディアアップリンク

ポートのタイプを選択します。キーワードの意味は

次のとおりです。

media-type {auto-select | rj45 | sfp}

例：

Router (config-if)# media-type sfp

ステップ 4

• auto-select：スイッチが動的にタイプを選択し
ます。RJ-45モジュールと SFPモジュールの両
方が動作している場合、ポートはSFPモードで
動作します。SFPモジュールのリンクがダウン
すると、ポートは RJ-45モードに切り替わりま
す。SFPモジュールのリンクが回復すると、モー
ドはRJ-45からSFPに戻ります。auto-selectモー
ドでは、スイッチにより両方のタイプが速度お

よびデュプレックスの自動ネゴシエーションに

設定されます（デフォルト）。これはAMSポー
トのデフォルトのメディアタイプ設定です。

• rj45：スイッチが SFPモジュールインターフェ
イスをディセーブル化します。このポートに

SFPモジュールを接続する場合、RJ-45側がダ
ウンしている、または接続していない場合で

も、リンクを確立することはできません。この

モードでは、デュアルパーパスポートは

10/100/1000BASE-TXインターフェイスと同様
の動作をします。このインターフェイスタイプ

に対応した速度およびデュプレックスの設定が

可能です。

• sfp：スイッチがRJ-45インターフェイスをディ
セーブル化します。この RJ-45ポートにケーブ
ルを接続している場合、SFPモジュール側がダ
ウンしている、またはSFPモジュールが接続し
ていない場合でも、リンクを確立することはで

きません。インストールされている SFPモ
ジュールのタイプに基づいて、このインター

フェイスタイプに対応した速度およびデュプ

レックスの設定が可能です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config-if)# end
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設定例

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/5
Router (config-if)# media-type sfp
Router(config-if)# end

メディアタイプの確認

手順の概要

1. enable
2. show running-config interface interface-id

3. show interface interface-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

ポートに設定されているメディアタイプが表示され

ます。

show running-config interface interface-id

例：

ステップ 2

Router> show running-config interface
gigabitEthernet 0/0/6

ポートが動作しているメディアタイプが表示されま

す。

show interface interface-id

例：

ステップ 3

Router> show interface gigabitEthernet 0/0/6

メディアタイプ設定の確認例

メディアタイプ設定の確認例を以下に示します。

Part I

Router> enable
Router>show running-config interface gigabitEthernet 0/0/5
Building configuration...

Current configuration : 95 bytes
!
interface GigabitEthernet0/0/5
no ip address
media-type auto-select
negotiation auto
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Router> end

Part II

Router> enable
Router> show interfaces gigabitEthernet 0/0/5
GigabitEthernet0/0/5 is up, line protocol is up
Hardware is 12xGE-2x10GE-FIXED, address is badb.adba.de85 (bia badb.adba.de85)
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit/sec, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA, loopback not set
Keepalive set (10 sec)
Full Duplex, 1000Mbps, link type is auto, media type is SX
output flow-control is off, input flow-control is on
ARP type: ARPA, ARP Timeout 04:00:00
Last input never, output never, output hang never
Last clearing of "show interface" counters never
Input queue: 0/375/0/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
Queueing strategy: fifo.

Router> end

メディアタイプは次のとおりです。

• SX：GLC-SX-SMDが接続されています。

• ZX：GLC-ZX-SMDが接続されています。

• RJ45：銅線モードが接続されています。

（注）

メディアタイプの設定のトラブルシューティング

特定のポートの PHYレベルのメディアタイプを判定するには、show platform software agent
iomd 0/0 phy <port_num> 1 14コマンドを使用します。

Router> enable
Router# show platform software agent iomd 0/0 phy 5 1 14

Port Number: 5
Device/Page: 0x1
Register : 0x14
Value : 0xa084

レジスタの値によって、メディアタイプの設定が分かります。

• 0xa084：ポートは SFPモードで動作しています。

• 0xa045：ポートは RJ45モードで動作しています。

（注）
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第 5 章

Flex Linkの設定

この章では、FlexLinkの設定方法について説明します。これは、レイヤ2インターフェイスの
ペアで、一方のインターフェイスが他方のインターフェイスのバックアップとして機能するよ

うに設定されています。

• Flex Linkの設定の制約事項（57ページ）
• Flex Linkについて（58ページ）
•その他の参考資料（64ページ）

Flex Linkの設定の制約事項
• Flex Linkは、NCS 4201および NCS 4202ルータでのみサポートされます。

•任意のアクティブリンクに対して設定可能な Flex Linkバックアップリンクは 1つだけ
で、アクティブインターフェイスとは異なるインターフェイスでなければなりません。

•インターフェイスが所属できる Flex Linkペアは 1つだけです。インターフェイスは、1つ
だけのアクティブリンクのバックアップリンクにすることができます。アクティブリン

クは別の Flex Linkペアに属することはできません。

•どちらのリンクも、EtherChannelおよびポートチャネルに属するポートには設定できませ
ん。

•バックアップリンクはアクティブリンクと同じタイプ（ファストイーサネット、ギガビッ
トイーサネット）でなくてもかまいません。

• STPは Flex Linkポートでディセーブルです。スイッチ上で STPが設定されている場合で
も、Flex Linkは STPが設定されているすべての VLANの STPに参加しません。STPが実
行されていない場合、設定されているトポロジでループがないかを確認してください。

• Flex Linkは、トランク EFPでのみサポートされます。

•双方向トラフィックでは、MACアドレスのブラックホール化により、FlexLinkコンバー
ジェンスが一方向で高くなります。
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Flex Linkについて
この機能は、スパニングツリープロトコル（STP）の代替ソリューションとして提供され、STP
をオフにしても、基本的なリンク冗長性は確保されます。Flex Linkは、通常、ルータで STP
を実行しない場合に、サービスプロバイダーまたは企業ネットワークで設定されます。ルータ

がSTPを実行中の場合、STPがすでにリンクレベルの冗長性またはバックアップを提供してい
るので Flex Linkの設定は必要ありません。Flex Linkはトランク EFPでのみサポートされてお
り、他の EVCではサポートされません。

次の 2つの Flex Linkモードがサポートされています。

• Active-Alone転送方式

• Active-Backup-Both転送方式

Active-Alone転送方式
次の概略図では、スイッチAのポート 1およびポート 2がアップリンクスイッチBおよびアッ
プリンクスイッチCに接続されています。これらはActive-Backup-Both転送モードのFlexLink
として設定されているため、両インターフェイスとも、トラフィックを転送します。ポート 1
がアクティブリンクの場合、すべての相互包含的 VLAN（アクティブ/バックアップインター
フェイスの両方が設定された共通VLAN）はアクティブインターフェイスで転送され、相互排
他的 VLANはそれぞれのアクティブ/バックアップインターフェイスから転送されます。ポー
ト 1がダウンすると、ポート 2は自身の排他的 VLANとともに、共通 VLANのトラフィック
のみ転送を開始します。アクティブインターフェイス設定により排他的 VLANに属するすべ
てのトラフィックは、ポート 1が動作状態に戻るまでドロップされます。

図 7 : Active-Alone転送方式

Active Alone転送方式の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. no shutdown
5. ethernet backup interface interface-id
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6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

インターフェイスを指定して、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。イン

interface interface-id

例：

ステップ 3

ターフェイスは物理レイヤ 2インターフェイスまた
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/5

はポートチャネル（論理インターフェイス）に設定

できます。指定できるポートチャネルの範囲は 1～
48です。

必要な場合に、ポートをイネーブルにします。デ

フォルトでは、UNIはディセーブルに、NNIはイ
ネーブルに設定されています。

no shutdown

例：

Router(config-if)# no shutdown

ステップ 4

物理レイヤ 2インターフェイス（またはポートチャ
ネル）を、インターフェイスを装備したFlexLinkペ

ethernet backup interface interface-id

例：

ステップ 5

アの一部として設定します。1つのリンクがトラ
Router(config)# ethernet backup interface
gigabitEthernet 0/0/5 フィックを転送している場合、もう一方のインター

フェイスはスタンバイモードです。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-if)# end

設定例

On Active interface(Port 5)

Router> enable
Router# configure terminal
Router# service instance trunk 1000 ethernet
Router# encapsulation dot1q 1-1000
Router# rewrite ingress tag pop 1 symmetric
Router# bridge-domain from-encapsulation

Backup interface (Port 6)
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Router> enable
Router# configure terminal
Router# service instance trunk 1000 ethernet
Router# encapsulation dot1q 1-1000
Router# rewrite ingress tag pop 1 symmetric
Router# bridge-domain from-encapsulation

Flexlink Configuration

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/5
Router(config-if)# no shutdown
Router(config-if)# ethernet backup interface gigabitEthernet 0/0/6
Router(config-if)# end

Active Alone転送方式の設定の確認

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. show ethernet backup detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

これにより、Flex Linkの設定が表示されます。show ethernet backup detail

例：

ステップ 3

Router# show ethernet backup detail

[Configuration Output]

Switch Backup Interface Pairs:
Active Interface Backup Interface State
------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet0/0/5 Te0/0/12 Active Up/Backup Standby

Preemption Mode : off
Multicast Fast Convergence : Off

Cisco IOS XE 17（Cisco ASR 920シリーズ）LANスイッチングコンフィギュレーションガイド
60

Flex Linkの設定

Active Alone転送方式の設定の確認



Bandwidth : 1000000 Kbit (Gi0/0/3), 1000000 Kbit (Te0/0/12)
Mac Address Move Update Vlan : auto
Forwarding : Active-Only

Active-Backup-Both転送方式
次の概略図では、スイッチAのポート 1およびポート 2がアップリンクスイッチBおよびアッ
プリンクスイッチCに接続されています。これらはActive-Backup-Both転送モードの Flex Link
として設定されているため、両インターフェイスとも、トラフィックを転送します。ポート 1
がアクティブリンクの場合、すべての相互包含的 VLAN（アクティブ/バックアップインター
フェイスの両方が設定された共通VLAN）はアクティブインターフェイスで転送され、相互排
他的 VLANはそれぞれのアクティブ/バックアップインターフェイスから転送されます。ポー
ト 1がダウンすると、ポート 2は自身の排他的 VLANとともに、共通 VLANのトラフィック
のみ転送を開始します。アクティブインターフェイス設定により排他的 VLANに属するすべ
てのトラフィックは、ポート 1が動作状態に戻るまでドロップされます。

図 8 : Active-Backup-Both転送方式

Active-Backup-Both転送方式の設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. no shutdown
5. ethernet backup interface interface-id prefer forwarding
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Cisco IOS XE 17（Cisco ASR 920シリーズ）LANスイッチングコンフィギュレーションガイド
61

Flex Linkの設定

Active-Backup-Both転送方式



目的コマンドまたはアクション

Router# configure terminal

インターフェイスを指定して、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。イン

interface interface-id

例：

ステップ 3

ターフェイスは物理レイヤ 2インターフェイスまた
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/8

はポートチャネル（論理インターフェイス）に設定

できます。指定できるポートチャネルの範囲は 1～
48です。

必要な場合に、ポートをイネーブルにします。デ

フォルトでは、UNIはディセーブルに、NNIはイ
ネーブルに設定されています。

no shutdown

例：

Router(config-if)# no shutdown

ステップ 4

物理レイヤ 2インターフェイス（またはポートチャ
ネル）を、インターフェイスを装備したFlexLinkペ

ethernet backup interface interface-id prefer
forwarding

例：

ステップ 5

アの一部として設定します。1つのリンクがトラ
フィックを転送している場合、もう一方のインター

フェイスはスタンバイモードです。
Router(config)# ethernet backup interface
gigabitEthernet 0/0/8 prefer forwarding

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config-if)# end

設定例

On Active interface(Port 7)

Router> enable
Router# configure terminal
Router# service instance trunk 1000 ethernet
Router# encapsulation dot1q 1-512
Router# rewrite ingress tag pop 1 symmetric
Router# bridge-domain from-encapsulation

Backup interface (Port 8)

Router> enable
Router# configure terminal
Router# service instance trunk 1000 ethernet
Router# encapsulation dot1q 512-1000
Router# rewrite ingress tag pop 1 symmetric
Router# bridge-domain from-encapsulation

Flexlink Configuration

Router> enable
Router# configure terminal
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Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/8
Router(config-if)# no shutdown
Router(config-if)# ethernet backup interface gigabitEthernet 0/0/8 prefer forwarding

Router(config-if)# end

Active-Backup-Both転送方式の設定の確認

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. show ethernet backup detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

これにより、Flex Linkの設定が表示されます。show ethernet backup detail

例：

ステップ 3

Router# show ethernet backup detail

[Configuration Output]

Switch Backup Interface Pairs:
Active Interface Backup Interface State
------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet0/0/3 Te0/0/12 Active Up/Backup Standby

Preemption Mode : off
Multicast Fast Convergence : Off
Bandwidth : 1000000 Kbit (Gi0/0/3), 1000000 Kbit (Te0/0/12)
Mac Address Move Update Vlan : auto
Forwarding : Active-Backup-Both

サポートされない機能

以下の機能はサポートされません。

• MMU通知
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• IGMP高速コンバージェンス

•プリエンプションのサポート

•ポートチャネルインターフェイスでの Flex Linkのサポート

• EVCでの Flex Linkのサポート

• VLBを使用する Flex Link

• IPが設定された物理インターフェイス上の Flex Link

• Flexlinkは REP/G8032が設定されたインターフェイスには設定できません。逆も同様で
す。

• STPはグローバルにイネーブルにできますが、FlexLinkが設定されたインターフェイスの
みには適用されません。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/mcl/allreleasemcl/all-book.htmlCisco IOSコマンド

標準および RFC

タイト

ル

標準/RFC

—このマニュアルに記載された機能によってサポートされている特定の標準規格およ

び RFCはありません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIB
を探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

—
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/
cisco/web/support/
index.html

シスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジーに関
するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、マニュア

ルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを提供していま

す。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、Cisco
Notification Service（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）フィードなどの各種サービ
スに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、Cisco.com
のユーザ IDおよびパスワードが必要です。
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第 6 章

ITU-TG.8032イーサネットリング保護スイッ
チング

ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチング機能により、イーサネットレイヤリング
トポロジの保護スイッチングメカニズムが実装されます。この機能は、ITU-TG.8032で定義さ
れている G.8032イーサネットリング保護（ERP）プロトコルを使用して、リングトポロジで
イーサネットトラフィックを保護し、イーサネットレイヤのリング内でループが発生しないよ

うにします。ループは、事前設定されたリンクまたは障害リンクのいずれかでトラフィックを

ブロックすることで防止されます。

• ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチング設定の前提条件（67ページ）
• ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチングについて（68ページ）
• ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチング設定の制約事項（76ページ）
• ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチングの設定方法（78ページ）
• ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチングの設定例（88ページ）

ITU-TG.8032イーサネットリング保護スイッチング設定の
前提条件

•イーサネットフローポイント（EFP）とトランクのイーサネットフローポイント（TEFP）
を設定する必要があります。
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ITU-TG.8032イーサネットリング保護スイッチングについ
て

リング保護リンク

イーサネットリングは、複数のイーサネットリングノードで構成されます。各イーサネットリ

ングノードは、2個の独立したリングリンクを使用して、隣接イーサネットリングノードに接
続されます。リングリンクは、ネットワークに影響を及ぼすループの編成を防止します。イー

サネットリングは、イーサネットリングを保護するために特定のリンクを使用します。この

特定のリンクは、リング保護リンク（RPL）と呼ばれます。リングリンクは、リングリンク
（別名リングポート）の2個の隣接するイーサネットリングノードとポートで区切られます。
イーサネットリングには、最低 2つのイーサネットリングノードが必要です。

ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチングの機能
イーサネットリング保護には、以下のような機能があります。

•ループ回避

•学習、転送、およびフィルタリングデータベース（FDB）メカニズムの使用

イーサネットリングでのループ回避は、リング保護リンク（RPL）以外のすべてで常にトラ
フィックフローを確保することで行います。

RPLのタイプ（または RPLノード）とその機能には、以下があります。

• RPLオーナー：ループがイーサネットトラフィックで形成されないように、RPLを介して
トラフィックをブロックします。リングには RPLオーナーは 1つだけ存在します。

• RPLネイバーノード：RPLに隣接するイーサネットリングノードです。通常の状態でRPL
の終了をブロックします。このノードタイプはオプションであり、保護されている場合

RPLの使用を防止します。

• RPLの次のネイバーノード：次のネイバーノードは、RPLオーナーノードまたは RPLネ
イバーノードに隣接するイーサネットリングノードです。これは、主にリングでの FDB
フラッシュ最適化に使用されます。このノードはオプションです。

次の図は G.8032イーサネットリングトポロジの例です。
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図 9 : G.8032イーサネットリングトポロジ

R-APS制御メッセージ
リング上のノードは、リング自動保護スイッチング（R-APS）メッセージと呼ばれる制御メッ
セージを使用して、リング保護リンク（RPL）のオン/オフを切り替えるアクティビティを制御
します。リンクの障害によって、障害が発生したリンクに面するポートをノードがブロックし

た後で、障害が発生したリンクに隣接するノードの両方の方向にR-APS信号障害（R-APSSF）
メッセージがトリガーされます。このメッセージの取得時に、RPLオーナーは、RPLポートの
ブロックを解除します。

リングの単一のリンク障害によって、ループフリートポロジが確保されます。（注）

CFMプロトコルとリンク障害
リングリンクおよびノード障害を検出するために、接続障害管理（CFM）メッセージと回線ス
テータスメッセージが使用されます。回復フェーズ中に、障害が発生したリンクが復元される

と、復元されたリンクに隣接するノードは、リング自動保護スイッチング（R-APS）NoRequest
（R-APSNR）メッセージを送信します。このメッセージの取得時に、リング保護リンク（RPL）
オーナーは RPLポートをブロックし、R-APS NRと R-APS RPL（R-APS NR、RB）メッセージ
を送信します。このメッセージにより、リング内の RPLオーナー以外のその他すべてのノー
ドが、すべてのブロックされたポートのブロックを解除します。イーサネットリング保護

（ERP）プロトコルは、リングトポロジの単方向障害と複数のリンク障害シナリオの両方で機
能します。
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G.8032イーサネットリング保護（ERP）プロトコルは、3.3ミリ秒（ms）の間隔で CFM連続
性チェックメッセージ（CCM）を使用します。この間隔（選択したプラットフォームでのみサ
ポート）では、SONETに匹敵するスイッチング時間パフォーマンスとループフリートラフィッ
クを実現できます。

（注）

G.8032リングでサポートされるコマンドと機能
G.8032リングは、次の基本的なオペレータ管理コマンドをサポートします。

• Force switch（FS）：オペレータは、特定のリングポートを強制的にブロックできます。
Force Switchコマンドについては、次の点に注意してください。

•既存の SF状態がある場合でも有効です。

•リングには複数の FSコマンドがサポートされます。

•即時のメンテナンス操作を可能にするために使用できます。

• Manual switch（MS）：オペレータは、特定のリングポートを手動でブロックできます。
MSコマンドについては、次の点に注意してください。

•既存の FSまたは信号障害（SF）状態では無効です。

•新しい FSまたは SF状態によって上書きされます。

•同じデバイスで複数のMSコマンドを複数回実行すると、すべてのMSコマンドが
キャンセルされます。

リング内の異なるデバイスで同じインスタンスに対して複数のMSコマンドを実行す
ると、2番目のデバイスで実行したコマンドは拒否されます。

• Clear：リングポートで既存の FSまたはMSコマンドを取り消します。Clearコマンドは、
非リバーティブモード状態をクリアするために、リング保護リンク（RPL）のオーナーで
使用されます。

G.8032リングは、複数のインスタンスをサポートできます。インスタンスは、物理的なリング
に実行される論理リングです。このようなインスタンスは、リング上での VLANのロードバ
ランシングなど、さまざまな理由で使用されます。たとえば、奇数番号の VLANがリングの
1方向に送信され、偶数番号のVLANがもう一方の方向に送信されることがあります。特定の
VLANは 1つのインスタンスだけで設定できます。これらは複数のインスタンスと重複できま
せん。そうしないと、データトラフィックまたはリング自動保護スイッチング（R-APS）メッ
セージが論理リング間で伝送される可能性があり、これは望ましくありません。

G.8032イーサネットリング保護スイッチングバージョン 1およびバージョン 2がサポートさ
れています。

（注）
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G.8032 ERPタイマー
G.8032は、競合状態および不要なスイッチング操作を回避するために異なる ERPタイマーを
使用することを指定します。

•遅延タイマー：リング保護リンク（RPL）をブロックする前に、ネットワークが安定して
いることを確認するために RPLオーナーによって使用されます。遅延タイマーについて
は、次の点に注意してください。

•信号障害（SF）状態の後で、SFが断続的に中断していないことを確認するために、
Wait-to-Restore（WTR）タイマーが使用されます。

• WTRタイマーはオペレータが設定できます。デフォルトの時間間隔は 5分です。時
間間隔の範囲は 1～ 12分です。

•強制切り替え（FS）または手動切り替え（MS）コマンドの実行後、バックグラウン
ド状態でないことを確認するために、Wait-to-Block（WTB）タイマーが使用されま
す。

WTBタイマー間隔は、WTRタイマー間隔よりも短い場合があります。（注）

•ガードタイマー：状態の変更時にすべてのノードで使用されます。ガードタイマーは、潜
在的な古いメッセージが不要な状態変更を引き起こさないようにします。ガードタイマー

は設定できます。デフォルトの時間間隔は 500ミリ秒です。時間間隔の範囲は 10～ 2000
ミリ秒です。

•推奨されるガードタイマーは 500ミリ秒です。

• hold-offタイマー：断続的なリンク障害をフィルタリングするために、基盤となるイーサ
ネットレイヤによって使用されます。hold-offタイマーは設定できます。デフォルトの時
間間隔は 0秒です。時間間隔の範囲は 0～ 10秒です。障害は、このタイマーの期限が切
れた場合だけリング保護メカニズムに報告されます。

単一リンクの障害と回復における保護スイッチング機能

次の図に、単一のリンク障害時の保護スイッチング機能を示します。
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図 10 :単一リンク障害時の G.8032イーサネットリング保護スイッチング

この図は、7つのイーサネットリングノードで構成されたイーサネットリングトポロジを表し
ています。リング保護リンク（RPL）は、イーサネットリングノード Aと Gの間のリングリ
ンクです。このトポロジでは、RPLの両端がブロックされます。イーサネットリングノード
Gは RPLオーナーノードで、イーサネットリングノード Aは RPLネイバーノードです。

単一リンク障害での動作を以下に説明します。

1. リンクが正常な状態で動作しています。

2. 障害が発生します。

3. イーサネットリングノード Cと Dは、ローカルの信号障害（SF）を検出して、hold-off時
間間隔後に障害が発生したリングポートをブロックし、FDBフラッシュを実行します。

4. イーサネットリングノード Cと Dは、SF状態が続いている間、両方のリングポートの
（ノード IDと双方向パス保護リング（BPR）IDのペア）とともにリング自動保護スイッ
チング（R-APS）メッセージの定期的な送信を開始します。

5. R-APS SFメッセージを受信するすべてのイーサネットリングノードが FDBフラッシュを
実行します。RPLオーナーノード Gと RPLネイバーノード Aが R-APS SFメッセージを
受信すると、イーサネットリングノードは自身の RPLの終端をブロック解除し、FDBフ
ラッシュを実行します。
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6. 2番目の R-APS SFメッセージを受信するすべてのイーサネットリングノードは、FDBフ
ラッシュを再度実行します。このフラッシュは、ノード IDと BPRベースコンフィギュ
レーションのためです。

7. R-APS SFメッセージがイーサネットリングで検出され、SFの状態が安定していることが
示されます。これ以降の R-APS SFメッセージは、さらなるアクションをトリガーしませ
ん。

次の図は、単一リンク障害が発生した場合のリバーティブ操作を示しています。

図 11 :単一リンク障害回復（リバーティブ操作）

単一リンク障害でのリバーティブ（回復）操作を以下に説明します。

1. リンクが安定した SF状態で動作しています。

2. リンク障害回復が行われます。

3. イーサネットリングノード Cと Dは、SF状態のクリアを検出し、ガードタイマーを開始
して、両方のリングポートでR-APSNoRequest（NR）メッセージの定期的な送信を開始し
ます（ガードタイマーは、R-APSメッセージの受信を防止します）。

4. イーサネットリングノードが R-APS NRメッセージを受信すると、受信側リングポートの
ノード IDおよび BPR識別子のペアが削除され、RPLオーナーノードはWait-to-Restore
（WTR）タイマーを開始します。

5. イーサネットリングノードCとDでガードタイマーの期限が切れると、新しいR-APSメッ
セージが送信された場合にノードがこれを受け入れることがあります。イーサネットリン
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グノード Dは、イーサネットリングノード Cから上位のノード IDを持つ R-APS NRメッ
セージを受信し、障害が発生していないリングポートのブロックを解除します。

6. WTRタイマーの期限が切れると、RPLオーナーノードは、RPLの終端をブロックし、
（ノード IDと BPR識別子のペア）を持つ R-APS（NRまたは route blocked（RB））メッ
セージを送信し、FDBフラッシュを実行します。

7. イーサネットリングノードCがR-APS（NRまたはRB）メッセージを受信すると、ブロッ
クされたリングポートのブロックを解除し、R-APS NRメッセージの送信を停止します。
一方、RPLネイバーノード Aが R-APS NRまたは RBメッセージを受信すると、ノードは
RPLの終端をブロックします。さらに、イーサネットリングノード A～ Fは、RAPS NR
または RBメッセージを受信したときに、FDBフラッシュを実行します。これは、ノード
IDと BPRベースコンフィギュレーションのためです。

イーサネットフローポイント

イーサネットフローポイント（EFP）は、プロバイダーエッジ（PE）ルータにある転送判断ポ
イントであり、インターフェイス内の多数のレイヤ 2のフロー判断に関する自由度をネット
ワーク設計者に提供します。1つの物理ポートに複数の EFPが設定できます（設定数は 1デバ
イスからそれ以上までさまざまです）。EFPは、インターフェイス上のEthernetVirtualConnection
（EVC：イーサネット仮想コネクション）の論理境界点です。複数のユーザーネットワーク
インターフェイス（UNI）を使用する EVCでは、EVCが経由するすべてのデバイスの関連す
る入出力インターフェイスに EFPが必要です。

EFPは任意のレイヤ 2トラフィックポートに設定できます。ただし、通常はUNIポートに設定
されます。EFPでは、次のパラメータ（一致基準）を設定できます。

•特定の VLAN、VLAN範囲、または VLANのリスト（100-150または 100,103,110）のフ
レーム

•タグのない（タグなし）フレーム

•同じ二重タグ（VLANタグ）が指定されたフレーム

•同じサービスクラス（CoS）値があるフレーム

正しい一致点が見つかるまで、フレームは設定された各一致基準を通過します。フレームが一

致基準のいずれにも一致しない場合、そのフレームはドロップされます。フレームのドロップ

を回避するために、デフォルトの基準を設定できます。

ブリッジドメイン（BD）からのカプセル化を使用して、TEFPと呼ばれる新しいタイプのTEFP
を設定できます。スイッチに設定されているすべてのBDは、カプセル化されたTEFPのVLAN
リストに含まれています。TEFPは、encapsulation dot1q from-bdコマンドによりカプセル化さ
れます。この機能は、イーサネット EFPとレイヤ 2ブリッジドメインコンポーネント間で以
下のように動作します。

• BDがシステムに存在し、ブリッジドメインからカプセル化された TEFPが作成された場
合、すべての BDがブリッジドメインからカプセル化された TEFPのVLANリストに追加
されます。

Cisco IOS XE 17（Cisco ASR 920シリーズ）LANスイッチングコンフィギュレーションガイド
74

ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチング

イーサネットフローポイント



•ブリッジドメインからカプセル化された TEFPがシステムに存在し、新しい BDが作成さ
れた場合、BDはシステム内のブリッジドメインからカプセル化されたすべての TEFPの
VLANリストに追加されます。

•ブリッジドメインからカプセル化された TEFPがシステムに存在し、BDが削除され、削
除された BDが既存の TEFPまたは EFPに含まれていない場合、システム内のブリッジド
メインからカプセル化されたすべての TEFPからその BDは削除されます。

EFPでは、次のタイプのコマンドを使用できます。

•書き換えコマンド：各 EFPで、次のアクションを使用して VLANタグ管理を指定できま
す。

• Pop：1）1つのタグを取り出します。2）2つのタグを取り出します。

• Push：1つのタグを挿入します。

• Translate：1 to 1）タグの値を変更します。1 to 2）1つのタグを取り出し、2つのタグ
を挿入します。2 to 1）2つのタグを取り出し、1つのタグを挿入します。2 to 2）2つ
のタグの値を変更します。

•転送コマンド：各EFPは、EFPに入るフレームの転送コマンドを指定します。転送コマン
ドは EFPごとに 1つだけ設定できます。以下の転送オプションがあります。

•疑似回線トンネルへのレイヤ 2ポイントツーポイント転送

•ブリッジドメインエンティティへのマルチポイントブリッジ転送

• 2つの異なるインターフェイス間のローカルのスイッチ間転送

•機能コマンド：各 EFPで、QoSの機能またはパラメータを変更したり、ACLを更新した
りできます。

サービスインスタンスおよび関連付けられる EFP
レイヤ 2ポートにサービスインスタンスを設定すると、EVC機能を設定する疑似ポートまた
は EFPが作成されます。各サービスインスタンスは、インターフェイスごとに一意の番号を
持ちますが、異なるポート上のサービスインスタンス同士は関係を持たないため、異なるイン

ターフェイスで同じ番号を使用できます。

EFPは、ユーザ定義の基準に基づいて、同じ物理ポートからのフレームを、そのポートに関連
付けられた複数のサービスインスタンスの1つに分類します。各EFPに、異なる転送アクショ
ンと動作を関連付けることができます。

EFPが作成されたとき、初期状態は UPです。次の状況では、状態が DOWNに変わります。

•ユーザが EFPを明示的にシャットダウンする。

• EFPが関連付けられているメインインターフェイスが停止しているか、削除されている。

• EFPがブリッジドメインに属する場合に、そのブリッジドメインが停止している。
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• EFPが、特定の機能の問題防止手段として、強制停止されている。

レイヤ 2インターフェイスに EFPを作成し、サービスインスタンスコンフィギュレーション
モードを開始するには、service instance ethernetインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドを使用します。サービスインスタンスコンフィギュレーションモードは、インターフェ

イス単位でサービスインスタンスに適用される、管理プレーンとコントロールデータプレーン

のすべての属性とパラメータを設定するために使用します。サービスインスタンス番号はEFP
IDです。

デバイスがサービスインスタンスコンフィギュレーションモードを開始すると、次のオプショ

ンを設定できます。

• default：コマンドをデフォルトに設定します。

• description：サービスインスタンスの説明を追加します。

• encapsulation：イーサネットフレームの一致基準を設定します。

• exit：サービスインスタンスコンフィギュレーションモードを終了します。

• no：コマンドを無効にするか、またはデフォルト値を設定します。

• shutdown：サービスインスタンスを停止します。

ITU-TG.8032イーサネットリング保護スイッチング設定の
制約事項

表 3 :機能の履歴

機能説明リリース情報機能名

この機能は、IEEE802.1Qイー
サネットフローポイント

（EFP）で G.8032イーサネッ
トリング保護をサポートしま

す。このリリース以前は、

IEEE 802.1Qでの G.8032イー
サネットリング保護は、トラ

ンクイーサネットフローポイ

ント（TEFP）でのみサポート
されていました。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1IEEE 802.1Q EFPへの G.8032
のサポート

ITU-T G.8032イーサネットリング保護スイッチングの設定には以下の制約事項があります。
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有効な Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1, G.8032は、RSP3モジュールの IEEE 802.1Qでの EFPと
TEFPの両方でサポートされます。

（注）

• G.8032は、物理インターフェイスおよびポートチャネルインターフェイスの EFPブリッ
ジドメインでのみサポートされます。

• G.8032は、カプセル化タイプが dot1q、dot1ad、QinQ、または dot1ad-dot1Qの EFPでのみ
サポートされます。

• G.8032は、相互接続インターフェイスではサポートされません。

• G.8032は、リングあたり最大 2つの ERPインスタンスを持つ最大 8つの ERPリングをサ
ポートします。

•包含的または排他的 VLANリストの設定中にリンクフラップが発生します。

•管理者は、接続障害管理（CFM）の設定を変更する前にシャットダウンすることを強くお
勧めします。

•障害が発生した場合は、CFM設定で efd notifyコマンドを使用して、G.8032に障害を通知
する必要があります。

• G.8032のサポートは、通常のインターフェイスでのみ要求され、ポートチャネルでは要求
されません。

• G.8032イーサネットリング保護スイッチングバージョン 1およびバージョン 2がサポート
されています。

• BFD IPv4および IPv6シングルホップがサポートされています。BFDエコーモードはサ
ポートされていません。

RSP3の EFPでの ITU-T G.8032イーサネットリング保護プロトコルの設定には、以下の制約事
項が適用されます。

• G.8032リングに参加している EFPでの VLAN範囲の追加はサポートされません。

• TEFPと同様に、G.8032は rewrite action as pop1 symmetricコマンドを使用する IEEE802.1Q
EFPでのみサポートされます。

• G.8032が IEEE802.1QEFPで設定されている場合、G.8032プロトコルに参加しているポー
トには TEFPを設定しないでください。

• TEFPから EFPへの移行中は、両方のリングポートをシャットダウンする必要がありま
す。これにより、サービスが中断します。

• TEFPを EFPに移行する際は、包含的 VLANおよび排他的 VLANの両方のリストに存在
するすべてのデータ VLANをリングポートから削除してください。リングポートのこれ
らの VLANをすべて再設定します。
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• EFPで G.8032を設定する場合、カプセル化 VLANとブリッジドメインの値はサービスイ
ンスタンス内で同じである必要があります。サービスインスタンスでは、カプセル化VLAN
とブリッジドメインに異なる値を使用できません。

•開いたリングの構成では、RPL neighborコマンドは必要ありません。

ITU-TG.8032イーサネットリング保護スイッチングの設定
方法

イーサネットリングプロファイルの設定

イーサネットリングプロファイルを設定する手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ethernet ring g8032 profile profile-name

4. timer {guard seconds | hold-off seconds | wtr minutes}
5. non-revertive
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

イーサネットリングプロファイルを作成し、イー

サネットリングプロファイルコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

ethernet ring g8032 profile profile-name

例：

Device(config)# ethernet ring g8032 profile
profile1

ステップ 3

ガード、hold-off、および wait-to-restore（WTR）タ
イマーの間隔を指定します。

timer {guard seconds | hold-off seconds |wtr minutes}

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-erp-profile)# timer hold-off 5

非リバーティブイーサネットリングインスタンス

を指定します。

non-revertive

例：

ステップ 5

•デフォルトでは、イーサネットリングインス
タンスはリバーティブです。

Device(config-erp-profile)# non-revertive

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config-erp-profile)# end

イーサネット CFM MEPの設定
イーサネット接続障害管理（CFM）メンテナンスエンドポイント（MEP）の設定は任意です
が、高速障害検出とCFMモニタリングの観点から推奨されます。CFMモニタリングを設定す
る場合は、次の点に注意してください。

•スタティックリモートMEP（RMEP）チェックを有効にする必要があります。

•イーサネット障害検出を有効にするようにMEPを設定する必要があります。

イーサネット接続障害管理（CFM）メンテナンスエンドポイント（MEP）の設定については、
『Carrier Ethernet Configuration Guide』の「Configuring Ethernet Connectivity Fault Management in
a Service Provider Network」モジュールを参照してください。

サービスのイーサネット障害検出のイネーブル化

サービスのイーサネット障害検出（EFD）をイネーブル化して高速コンバージェンスを実現す
るには、次の手順を実行します。

リンク保護は RSP3モジュールではサポートされていません。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ethernet cfm global
4. ethernet cfm domaindomain-name level level-id [direction outward]
5. service {ma-name | ma-num | vlan-id vlan-id | vpn-id vpn-id} [port | vlan vlan-id [direction down]]
6. continuity-check [interval time | loss-threshold threshold | static rmep]
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7. efd notify g8032
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

イーサネット CFMをグローバルにイネーブル化し
ます。

ethernet cfm global

例：

ステップ 3

Device(config)# ethernet cfm global

ODU 1の CFMドメインを設定し、イーサネット
CFMコンフィギュレーションモードを開始します。

ethernet cfm domaindomain-name level level-id
[direction outward]

例：

ステップ 4

Device(config)# ethernet cfm domain G8032 level
4

ODU1のメンテナンスアソシエーションを定義し、
イーサネット CFMサービスインスタンスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

service {ma-name | ma-num | vlan-id vlan-id | vpn-id
vpn-id} [port | vlan vlan-id [direction down]]

例：

ステップ 5

Device(config-ecfm)# service 8032_service evc
8032-evc vlan 1001 direction down

連続性チェックメッセージ（CCM）の送信をイネー
ブルにします。

continuity-check [interval time | loss-threshold threshold
| static rmep]

例：

ステップ 6

Device(config-ecfm-srv)# continuity-check interval
3.3ms

現在の障害アラームプライオリティと一致する障害

が検出またはクリアされたときに、登録されたプロ

トコルへのCFMによる通知をイネーブルにします。

efd notify g8032

例：

Device(config-ecfm-srv)# efd notify g8032

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Device(config-ecfm-srv)# end

イーサネット保護リングの設定

イーサネット保護リング（EPR）を設定する手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ethernet ring g8032 ring-name

4. port0 interface type number

5. monitor service instance instance-id

6. exit
7. port1 {interfacetype number | none}
8. monitor service instance instance-id

9. exit
10. exclusion-list vlan-ids vlan-id

11. open-ring
12. instance instance-id

13. description descriptive-name

14. profile profile-name

15. rpl {port0 | port1} {owner | neighbor | next-neighbor }
16. inclusion-list vlan-ids vlan-id

17. aps-channel
18. level level-value

19. port0 service instance instance-id

20. port1 service instance {instance-id | none }
21. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

イーサネットリングを指定し、イーサネットリン

グポートコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

ethernet ring g8032 ring-name

例：

Device(config)# ethernet ring g8032 ring1

ステップ 3

インターフェイスのローカルノードのポート 0を
イーサネットリングに接続し、イーサネットリン

グ保護モードを開始します。

port0 interface type number

例：

Device(config-erp-ring)# port0 interface
gigabitethernet 0/1/0

ステップ 4

イーサネットサービスインスタンスを割り当てて、

リングポート（port0）をモニターし、リングの障
害を検出します。

monitor service instance instance-id

例：

Device(config-erp-ring-port)# monitor service
instance 1

ステップ 5

イーサネットリングポートコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

ステップ 6

Device(config-erp-ring-port)# exit

インターフェイスのローカルノードのポート 1を
イーサネットリングに接続し、イーサネットリング

保護モードを開始します。

port1 {interfacetype number | none}

例：

Device(config-erp-ring)# port1 interface
gigabitethernet 0/1/1

ステップ 7

イーサネットサービスインスタンスを割り当てて、

リングポート（port1）をモニターし、リングの障
害を検出します。

monitor service instance instance-id

例：

Device(config-erp-ring-port)# monitor service
instance 2

ステップ 8

•ポート 1が接続されているインターフェイス
は、メインインターフェイスのサブインター

フェイスである必要があります。

イーサネットリングポートコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

ステップ 9

Device(config-erp-ring-port)# exit

イーサネットリング保護メカニズムによって保護さ

れていない VLANを指定します。
exclusion-list vlan-ids vlan-id

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-erp-ring)# exclusion-list vlan-ids
2

開いたリングとしてイーサネットリングを指定しま

す。デフォルトでは、イーサネットリング上の各

open-ring

例：

ステップ 11

ノードは閉じています。ITU-T G.8032イーサネッ
Device(config-erp-ring)# open-ring トの開いたリングの各ノードで、open-ringコマン

ドを設定する必要があります。

イーサネットリングインスタンスを設定し、イー

サネットリングインスタンスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

instance instance-id

例：

Device(config-erp-ring)# instance 1

ステップ 12

イーサネットリングインスタンスに対して説明的

な名前を指定します。

description descriptive-name

例：

ステップ 13

Device(config-erp-inst)# description
cisco_customer_instance

イーサネットリングインスタンスに関連付けるプ

ロファイルを指定します。

profile profile-name

例：

ステップ 14

Device(config-erp-inst)# profile profile1

RPLオーナー、ネイバー、または次のネイバーと
してローカルノードのイーサネットリングポートを

指定します。

rpl {port0 | port1} {owner | neighbor | next-neighbor
}

例：

ステップ 15

Device(config-erp-inst)# rpl port0 neighbor

イーサネットリング保護メカニズムによって保護さ

れている VLANを指定します。
inclusion-list vlan-ids vlan-id

例：

ステップ 16

VLANは、インターフェイスで設定さ
れているVLANの内部または同じであ
る必要があります。

（注）
Device(config-erp-inst)# inclusion-list vlan-ids
11

イーサネットリングインスタンス aps-channelコン
フィギュレーションモードを開始します。

aps-channel

例：

ステップ 17

Device(config-erp-inst)# aps-channel

イーサネットリング上のノードの自動保護スイッチ

ング（APS）メッセージレベルを指定します。
level level-value

例：

ステップ 18
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-erp-inst-aps)# level 5
•イーサネットリング内のすべてのノードは、同
じレベルに設定する必要があります。

APSチャネル情報を port0に関連付けます。port0 service instance instance-id

例：

ステップ 19

Device(config-erp-inst-aps)# port0 service
instance 100

APSチャネル情報を port1に関連付けます。port1 service instance {instance-id | none }

例：

ステップ 20

Device(config-erp-inst-aps)# port1 service
instance 100

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 21

Device(config-erp-inst-aps)# end

トポロジ変更通知の伝達の設定

トポロジ変更通知（TCN）の伝達を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ethernet tcn-propagation G8032 to {REP | G8032}
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

送信元プロトコルから宛先プロトコルへのトポロジ

変更通知（TCN）の伝達を許可します。
ethernet tcn-propagation G8032 to {REP | G8032}

例：

ステップ 3

•送信元プロトコルと宛先プロトコルは、プラッ
トフォームやリリースによって異なります。

Device(config)# ethernet tcn-propagation G8032 to
G8032

ユーザ EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

サービスインスタンスの設定

サービスインスタンスを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. service instance instance-id ethernet [evc-id]
5. encapsulation dot1q vlan-id [native]
6. bridge-domain bridge-id [split-horizon [group group-id]]
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスタイプおよび番号を指定します。interface type number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface gigabitethernet 0/1/0
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上でサービスインスタンス（EVC
のインスタンス）を作成し、サービスインスタンス

コンフィギュレーションモードを開始します。

service instance instance-id ethernet [evc-id]

例：

Device(config-if)# service instance 101 ethernet

ステップ 4

インターフェイス上の入力 dot1qフレームを、適切
なサービスインスタンスにマッピングするために使

用する照合基準を定義します。

encapsulation dot1q vlan-id [native]

例：

Device(config-if-srv)# encapsulation dot1q 13

ステップ 5

サービスインスタンスをブリッジドメインインス

タンスにバインドします。

bridge-domain bridge-id [split-horizon [group
group-id]]

例：

ステップ 6

Device(config-if-srv)# bridge-domain 12

サービスインスタンスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

end

例：

ステップ 7

Device(config-if-srv)# end

イーサネットリング保護（ERP）スイッチング設定の確認
ERPスイッチング設定を確認するには、以下のコマンドを任意に使用します。順番はありませ
ん。

包含リストで VLANを追加または削除する場合は、次のルールに従ってください。

• VLANを包含リストに追加する場合は、まずインターフェイスに追加してから、G.8032包
含リストに追加する必要があります。

•包含リストからVLANを削除する場合は、G.8032包含リストから削除した後に、インター
フェイスから削除する必要があります。

除外リストでの VLANの追加または削除はサポートされていません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. show ethernet ring g8032 status [ring-name] [instance [instance-id]]
3. show ethernet ring g8032 brief [ring-name] [instance [instance-id]]
4. show ethernet ring g8032 summary
5. show ethernet ring g8032 statistics [ring-name] [instance [instance-id]]
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6. show ethernet ring g8032 profile [profile-name]
7. show ethernet ring g8032 port status interface [type number]
8. show ethernet ring g8032 configuration [ring-name] instance [instance-id]
9. show ethernet ring g8032 trace {ctrl [ring-name instance instance-id] | sm}
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

ERPインスタンスのステータスの概要を表示しま
す。

show ethernet ring g8032 status [ring-name] [instance
[instance-id]]

例：

ステップ 2

Device# show ethernet ring g8032 status RingA
instance 1

ERPインスタンスの機能状態の簡単な説明を表示
します。

show ethernet ring g8032 brief [ring-name] [instance
[instance-id]]

例：

ステップ 3

Device# show ethernet ring g8032 brief

ERPスイッチングプロセスの各状態の ERPインス
タンス数を概略表示します。

show ethernet ring g8032 summary

例：

ステップ 4

Device# show ethernet ring g8032 summary

ERPインスタンスについて受信したイベントおよ
びリング自動保護スイッチング（R-APS）メッセー
ジの数を表示します。

show ethernet ring g8032 statistics [ring-name]
[instance [instance-id]]

例：

ステップ 5

Device# show ethernet ring g8032 statistics RingA
instance 1

1つ以上のERPプロファイルの設定を表示します。show ethernet ring g8032 profile [profile-name]

例：

ステップ 6

Device# show ethernet ring g8032 profile gold

インターフェイスのイーサネットリングポートのス

テータス情報を表示します。

show ethernet ring g8032 port status interface [type
number]

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Device# show ethernet ring g8032 port status
interface gigabitethernet 0/0/1

ERPインスタンス設定マネージャの詳細を表示し
ます。

show ethernet ring g8032 configuration [ring-name]
instance [instance-id]

例：

ステップ 8

Device# show ethernet ring g8032 configuration
RingA instance 1

ERPトレースに関する情報を表示します。show ethernet ring g8032 trace {ctrl [ring-name
instance instance-id] | sm}

ステップ 9

例：

Device# show ethernet ring g8032 trace sm

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device# end

ITU-TG.8032イーサネットリング保護スイッチングの設定
例

例：イーサネットリング保護スイッチングの設定

イーサネットリング保護（ERP）スイッチングの設定例を以下に示します。

ethernet ring g8032 profile profile_ABC
timer wtr 1
timer guard 100
timer hold-off 1

ethernet ring g8032 major_ring_ABC
exclusion-list vlan-ids 1000
port0 interface GigabitEthernet 0/0/1
monitor service instance 103
port1 interface GigabitEthernet 0/1/0
monitor service instance 102
instance 1
profile profile_ABC
rpl port0 owner
inclusion-list vlan-ids 100
aps-channel
port0 service instance 100
port1 service instance 100
!
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interface GigabitEthernet0/1/0
mtu 9216
no ip address
negotiation auto
service instance trunk 1 ethernet
encapsulation dot1q 60-61
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain from-encapsulation

!
!

例：サービスのイーサネット障害検出のイネーブル化

ethernet cfm domain G8032 level 4
service 8032_service evc 8032-evc vlan 1001 direction down
continuity-check
continuity-check interval 3.3ms
offload sampling 1000
efd notify g8032

ethernet ring g8032 profile TEST
timer wtr 1
timer guard 100
ethernet ring g8032 open
open-ring
port0 interface GigabitEthernet0/1/3
monitor service instance 1001

port1 none
instance 1
profile TEST
inclusion-list vlan-ids 2-500,1001
aps-channel
port0 service instance 1001
port1 none
!

!
instance 2
profile TEST
rpl port0 owner
inclusion-list vlan-ids 1002,1005-2005
aps-channel
port0 service instance 1002
port1 none
!

interface GigabitEthernet0/1/3
no ip address
load-interval 30
shutdown
negotiation auto
storm-control broadcast level 10.00
storm-control multicast level 10.00
storm-control unicast level 90.00
service instance 1 ethernet
encapsulation untagged
l2protocol peer lldp
bridge-domain 1

!
service instance trunk 10 ethernet
encapsulation dot1q 2-500,1005-2005
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
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bridge-domain from-encapsulation
!
service instance 1001 ethernet 8032-evc
encapsulation dot1q 1001
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 1001
cfm mep domain G8032 mpid 20

!
service instance 1002 ethernet 8032-evc-1
encapsulation dot1q 1002
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
bridge-domain 1002

!
End

例：イーサネットリング保護の設定の確認

次に、show ethernet ring g8032 configuration コマンドの出力例を示します。このコマンドを
使用して、入力した設定が有効かどうかを確認するとともに、未設定のパラメータの有無を確

認します。

Device# show ethernet ring g8032 configuration

ethernet ring ring0
Port0: GigabitEthernet0/0/0 (Monitor: GigabitEthernet0/0/0)
Port1: GigabitEthernet0/0/4 (Monitor: GigabitEthernet0/0/4)
Exclusion-list VLAN IDs: 4001-4050
Open-ring: no
Instance 1
Description:
Profile: opp
RPL:
Inclusion-list VLAN IDs: 2,10-500
APS channel
Level: 7
Port0: Service Instance 1
Port1: Service Instance 1
State: configuration resolved
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第 7 章

マルチスパニングツリープロトコル

マルチスパニングツリープロトコル（MSTP）は、複数および独立したスパニングツリーを同
じ物理ネットワークに作成できるようにするSTPバリアントです。各スパニングツリーのパラ
メータは、ループフリートポロジを形成するために、ルートブリッジとして別のネットワー

クデバイスを選択するか、別のパスを選択するように、別個に設定できます。その結果、特定

の物理インターフェイスを一部のスパニングツリーではブロックして、その他のツリーではブ

ロック解除できます。

マルチスパニングツリーを設定すると、使用中の VLANセットをツリー間で分割できます。
たとえば、VLAN 1～ 100をスパニングツリー 1に割り当てて、VLAN 101～ 200をスパニン
グツリー 2に割り当てて、VLAN 201～ 300を VLAN 3に割り当てることができます。各スパ
ニングツリーには、異なるアクティブリンクとの別のアクティブトポロジがあるため、VLAN
に基づいて、利用可能な冗長リンク間でデータトラフィックを分割できます（ロードバラン

シングの実行）。

• MSTPの設定に関する制約事項（91ページ）
• MSTプロトコルの設定方法（91ページ）

MSTPの設定に関する制約事項

• RSTPはサポートされません。MSTPのインスタンスが作成されない場合は、RSTPをサ
ポートするために、すべての VLANがMSTI 0にマッピングされます。

• PVSTPはサポートされません。

• 16個のインスタンスのみサポートします。

•タグなし EVCは、MSTループ検出には参加しません。

MSTプロトコルの設定方法
ここでは、MSTPを設定する手順を説明します。
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マルチスパニングツリープロトコルのイネーブル化

デフォルトでは、MSTPはすべてのインターフェイスでディセーブルになっています。各イン
ターフェイスでMSTPを明示的にイネーブルにする必要はありません。グローバル設定をオン
にすると、すべてのインターフェイスでイネーブル化されます。

複数のスパニングツリープロトコルの設定

MSTの設定手順について説明します。

手順の概要

1. configure
2. spanning-tree mode mst
3. spanning-tree mst configuration
4. instance vlan-id vlan vlan-range

5. name region

6. revision revision -number

7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure

例：

ステップ 1

Device> configure

MSTPコンフィギュレーションモードをイネーブル
にします。

spanning-tree mode mst

例：

ステップ 2

Device> spanning-tree mode mst

MSTPコンフィギュレーションサブモードを開始し
ます。

spanning-tree mst configuration

例：

ステップ 3

Device(config)#spanning-tree mst configuration

VLANをMSTインスタンスにマッピングします。instance vlan-id vlan vlan-range

例：

ステップ 4

Device(config-mstp-inst)# instance 1 vlan 450-480

MSTP領域の名前を設定します。name region

例：

ステップ 5

Device(config-mstp)# name m1

MSTP領域のリビジョンレベルを設定します。revision revision -number

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-mstp)#)revision 1

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config-mstp-if)# end

MSTインターフェイスでのタグなし EFPの設定

MSTでのタグなし EFPを設定する手順について説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface number

4. no ip address
5. service instance number ethernet [name]

6. bridge-domain bridge-id

7. encapsulation untagged dot1q {any|vlan-id [,vlan-id [-vlan-d]]}
8. l2protocol peer stp
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

設定するギガビットイーサネットインターフェイ

スを指定します。slot/subslot/port：インターフェイス
の場所を指定します。

interface interface number

例：

Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/5

ステップ 3

インターフェイスの IPアドレスをディセーブルにし
ます。

no ip address

例：

ステップ 4

Router (config-if)# no ip address

EFP（サービスインスタンス）を設定し、サービス
インスタンスコンフィギュレーションモードを開

始します。

service instance number ethernet [name]

例：

Router (config-if)#service instance 200 ethernet

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

カプセル化VLAN番号から取得したブリッジドメイ
ン IDを使用して、EFPトランクポートのブリッジ
ドメインリストを作成します。

bridge-domain bridge-id

例：

Router (config-if-srv)# bridge-domain
from-encapsulation

ステップ 6

カプセル化を設定します。インターフェイスの入力

dot1qまたはタグなしフレームを適切なサービスイ
encapsulation untagged dot1q {any|vlan-id [,vlan-id
[-vlan-d]]}

例：

ステップ 7

ンスタンスにマッピングする一致基準を定義しま

す。Router (config-if-srv)# encapsulation dot1q 20

EFPサービスインスタンスが設定されたポート上の
ネイバーとピアリングするようSTPを設定します。

l2protocol peer stp

例：

ステップ 8

Router (config-if-srv)# l2protocol peer stp

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Device(config-mstp-if)# end

設定例

サービスインスタンス上のネイバーとピアリングするよう STPを設定する方法の例を
以下に示します。

interface GigabitEthernet0/0/0
no ip address
negotiation auto
service instance trunk 10 ethernet
encapsulation dot1q 10-20
bridge-domain from-encapsulation

!
service instance 1024 ethernet
encapsulation untagged
l2protocol peer stp
bridge-domain 1024

!
end
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第 8 章

PVST+および RPVST+の設定

この章では、シスコルータのポートベースのVLANにスパニングツリープロトコル（STP）を
設定する方法について説明します。このルータは、IEEE 802.1D標準に準拠した Per-VLAN
Spanning-Tree plus（PVST+）とシスコ独自の拡張機能の組み合わせか、もしくは IEEE 802.1w
標準に準拠した Rapid Per-VLAN Spanning-Tree plus（Rapid PVST+）プロトコルを使用できま
す。

マルチスパニングツリープロトコル（MSTP）の詳細と、複数の VLANを同じスパニングツ
リーインスタンスにマッピングする方法については、「マルチスパニングツリープロトコ

ル」の章を参照してください。

この章で使用するコマンドの構文および使用方法の詳細については、このリリースに対応する

コマンドリファレンスを参照してください。

（注）

この機能は、Cisco NCS 4201および NCS 4202でのみ使用できます。（注）

• STPの概要（96ページ）
•スパニングツリートポロジと BPDU（97ページ）
•ブリッジ ID、スイッチプライオリティ、および拡張システム ID（98ページ）
•スパニングツリーインターフェイスステート（99ページ）
•スイッチまたはポートがルートスイッチまたはルートポートになる仕組み（102ページ）
•スパニングツリーおよび冗長接続（103ページ）
•スパニングツリーモードおよびプロトコル（103ページ）
• PVST+および RPVST+の制約事項（104ページ）
•スパニングツリーの相互運用性と下位互換性（105ページ）
•スパニングツリー機能のデフォルト設定（105ページ）
• PVST+および RPVST+の設定（106ページ）
• EFP/TEFPでの STPピアの設定（107ページ）
•スパニングツリーのディセーブル化（108ページ）
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• PVST/RPVST設定の確認（109ページ）
•ルートスイッチの設定（110ページ）
•セカンダリルートスイッチの設定（112ページ）
•ポートプライオリティの設定（113ページ）
•パスコストの設定（115ページ）
• VLANのスイッチプライオリティの設定（116ページ）
•スパニングツリータイマーの設定（118ページ）
•スパニングツリーステータスの表示（121ページ）

STPの概要
STPは、ネットワーク上でループを防止しながら、パスの冗長性を実現するレイヤ 2リンク管
理プロトコルです。レイヤ 2イーサネットネットワークの正常な動作を実現するには、どの 2
つのステーション間でもアクティブパスを 1つにする必要があります。エンドステーション
間に複数のアクティブパスがあると、ネットワークにループが生じます。このループがネット

ワークに発生すると、エンドステーションにメッセージが重複して到着する可能性がありま

す。また、スイッチも複数のレイヤ 2インターフェイスのエンドステーションMACアドレス
を学習する可能性が出てきます。このような状況によって、ネットワークが不安定になりま

す。スパニングツリーの動作は透過的であり、エンドステーション側で、単一 LANセグメン
トに接続されているのか、複数セグメントからなるスイッチド LANに接続されているのかを
検出することはできません。

STPは、スパニングツリーアルゴリズムを使用し、スパニングツリーのルートとして冗長接続
ネットワーク内のスイッチを1つ選択します。スパニングツリーアルゴリズムは、アクティブ
トポロジでのポートの役割に基づいて各ポートに役割を割り当てることにより、スイッチドレ

イヤ 2ネットワーク上で最良のループフリーパスを算出します。

•ルート：スパニングツリートポロジに対して選定される転送ポート
•指定：各スイッチド LANセグメントに対して選定される転送ポート
•代替：スパニングツリーのルートブリッジへの代替パスとなるブロックポート
•バックアップ：ループバックコンフィギュレーションのブロックポート

すべてのポートに役割が指定されている、またはバックアップの役割が指定されているスイッ

チは、ルートスイッチです。少なくとも1つのポートに役割が指定されているスイッチは、指
定スイッチを意味します。

冗長データパスはスパニングツリーによって、強制的にスタンバイ（ブロックされた）ステー

トにされます。スパニングツリーのネットワークセグメントでエラーが発生したときに冗長パ

スが存在する場合は、スパニングツリーアルゴリズムがスパニングツリートポロジを再計算

し、スタンバイパスをアクティブにします。スイッチは、定期的にブリッジプロトコルデー

タユニット（BPDU）と呼ばれるスパニングツリーフレームを送受信します。スイッチはこの
フレームを転送しませんが、このフレームを使用してループフリーパスを構築します。BPDU
には、送信側スイッチおよびそのポートについて、スイッチおよびMACアドレス、スイッチ
プライオリティ、ポートプライオリティ、パスコストなどの情報が含まれます。スパニング

ツリーはこの情報を使用して、スイッチドネットワーク用のルートスイッチおよびルートポー
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トを選定し、さらに、各スイッチドセグメントのルートポートおよび指定ポートを選定しま

す。

スイッチの 2つのポートがループの一部になっている場合、スパニングツリーポートプライ
オリティとパスコストの設定値によって、どちらのポートをフォワーディングステートにす

るか、どちらをブロッキングステートにするかが制御されます。スパニングツリーポートプ

ライオリティ値は、ネットワークトポロジにおけるポートの位置とともに、トラフィック転送

におけるポートの位置がどれだけ適切であるかを表します。パスコストの値は、メディアの速

度を表します。

スパニングツリートポロジと BPDU
スイッチドネットワーク内の安定したアクティブスパニングツリートポロジは、次の要素に

よって制御されます。

•各スイッチのそれぞれの VLANに対応付けられた一意のブリッジ ID（スイッチプライオ
リティおよびMACアドレス）

•ルートスイッチに対するスパニングツリーパスコスト。
•各レイヤ2STP対応インターフェイスに関連付けられたポート ID（ポートプライオリティ
およびMACアドレス）

ネットワーク内のスイッチに電源が投入されると、それぞれがルートスイッチとして機能しま

す。各スイッチは、自身のすべてのポートのうち STP対応ポートだけを介してコンフィギュ
レーション BPDUを送信します。BPDUによって通信が行われ、スパニングツリートポロジ
が計算されます。各コンフィギュレーション BPDUには、次の情報が含まれます。

•送信側スイッチがルートスイッチと見なしたスイッチの固有ブリッジ ID
•ルートまでのスパニングツリーパスコスト
•送信側スイッチのブリッジ ID
•メッセージエージ
•送信側インターフェイス ID
• helloタイマー、転送遅延タイマー、および max-ageプロトコルタイマーの値

スイッチは、優位の情報（より小さいブリッジ ID、より低いパスコストなど）を格納したコ
ンフィギュレーション BPDUを受信すると、そのポートのためにこの情報を保存します。ス
イッチは、この BPDUをルートポートで受信した場合は、更新されたメッセージ付きで、自
身が指定スイッチであるすべての接続 LANに対して BPDUを転送します。

そのポートに対して現在保存されているものより下位の情報を格納したコンフィギュレーショ

ンBPDUを受信した場合は、BPDUは廃棄されます。スイッチが、下位BPDUの送信元のLAN
の指定スイッチである場合は、そのポート用に保存された最新情報を格納した BPDUをその
LANに送信します。このようにして下位情報は廃棄され、優位情報がネットワークで伝播さ
れます。

BPDUの交換によって、次の処理が行われます。

•ネットワーク内の 1台のスイッチがルートスイッチ（スイッチドネットワークのスパニ
ングツリートポロジの論理的な中心）として選択されます。
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各 VLANで、スイッチのプライオリティが最も高い（プライオリティ値が数値的に最も小さ
い）スイッチがルートスイッチとして選定されます。すべてのスイッチがデフォルトのプライ

オリティ（32768）で設定されている場合は、VLAN内で最小のMACアドレスを持つスイッ
チがルートスイッチになります。スイッチプライオリティ値は、「スイッチプライオリティ値

および拡張システム ID」および「スパニングツリータイマー」の各表に示されるように、ブ
リッジ IDの最上位ビットを占めます。

•各スイッチ（ルートスイッチを除く）に対して 1つのルートポートが選択されます。こ
のポートは、スイッチによってパケットがルートスイッチに転送されるときに、最適なパ

ス（最小コスト）を提供します。

•スイッチごとに、パスコストに基づいてルートスイッチまでの最短距離が計算されます。
•各 LANセグメントの指定スイッチが選定されます。指定スイッチでは、LANからルート
スイッチへのパケット転送の場合、パスコストが最小となります。指定スイッチが LAN
に接続するポートのことを指定ポートと呼びます。

スイッチドネットワーク上のすべての地点からルートスイッチに到達する場合に必要のない

パスはすべて、スパニングツリーブロッキングモードになります。

ブリッジ ID、スイッチプライオリティ、および拡張シス
テム ID

IEEE 802.1D規格では、各スイッチに一意のブリッジ識別子（ブリッジ ID）を設定する必要が
あります。この IDによってルートスイッチの選択が制御されます。各 VLANは、PVST+お
よびRapidPVST+搭載の異なる論理ブリッジと見なされるので、各スイッチは、設定されてい
るVLANごとに異なるブリッジ IDを備えている必要があります。スイッチ上の各VLANには
一意の 8バイトブリッジ IDが設定されます。最上位の 2バイトはスイッチのプライオリティ
に使用し、残りの 6バイトは、スイッチのMACアドレスとなっています。

スイッチでは IEEE 802.1tスパニングツリー拡張機能がサポートされ、従来はスイッチプライ
オリティに使用されていたビットの一部が VLAN IDとして使用されるようになりました。そ
の結果、スイッチに割り当てられるMACアドレスが少なくなり、より広い範囲の VLAN ID
をサポートできるようになり、しかもブリッジ IDの一意性を損なうこともありません。表「ス
イッチプライオリティ値および拡張システム ID」に示すように、従来はスイッチプライオリ
ティに使用されていた 2バイトが、4ビットのプライオリティ値と 12ビットの拡張システム
ID値（VLAN IDと同じ）に割り当てられています。

表 4 :スイッチプライオリティ値および拡張システム ID

拡張システム ID（VLAN IDと同設定）スイッチプライオリ

ティ値

ビッ

ト 1
ビッ

ト 2
ビッ

ト 3
ビッ

ト 4
ビッ

ト 5
ビッ

ト 6
ビッ

ト 7
ビッ

ト 8
ビッ

ト 9
ビッ

ト
10

ビッ

ト
11

ビッ

ト
12

ビッ

ト
13

ビッ

ト
14

ビッ

ト
15

ビッ

ト
16

124816326412825651210242048409681921638432768
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スパニングツリーは、ブリッジ IDを VLANごとに一意にするために、拡張システム ID、ス
イッチプライオリティ、および割り当てられたスパニングツリーMACアドレスを使用しま
す。

拡張システム IDのサポートにより、ルートスイッチ、セカンダリルートスイッチ、および
VLANのスイッチプライオリティの手動での設定方法に影響が生じます。たとえば、スイッ
チのプライオリティ値を変更すると、ルートスイッチとして選定される可能性も変更されるこ

とになります。大きい値を設定すると可能性が低下し、値が小さいと可能性が増大します。詳

細については、「ルートスイッチの設定」、「セカンダリルートスイッチの設定」、および

「VLANのスイッチプライオリティの設定」の各セクションを参照してください。

スパニングツリーインターフェイスステート
プロトコル情報がスイッチド LANを通過するとき、伝播遅延が生じることがあります。その
結果、スイッチドネットワークのさまざまな時点および場所でトポロジーの変化が発生しま

す。STPポートがスパニングツリートポロジに含まれていない状態からフォワーディングス
テートに直接移行すると、一時的にデータループが形成される可能性があります。インター

フェイスは新しいトポロジ情報がスイッチド LAN上で伝播されるまで待機し、フレーム転送
を開始する必要があります。インターフェイスはさらに、古いトポロジで使用されていた転送

フレームのフレーム存続時間を満了させることも必要です。

スパニングツリーを使用しているスイッチの各レイヤ2インターフェイスは、次のいずれかの
ステートになります。

•ブロッキング：インターフェイスはフレーム転送に関与しません。
•リスニング：スパニングツリーでインターフェイスがフレーム転送に参加する必要がある
と判断された場合、ブロッキングステートの次に最初に遷移するステート。

•ラーニング：インターフェイスはフレーム転送に関与する準備をしている状態です。
•フォワーディング：インターフェイスはフレームを転送します。
•ディセーブル：インターフェイスはスパニングツリーに含まれません。シャットダウン
ポートであるか、ポート上にリンクがないか、またはポート上でスパニングツリーインス

タンスが稼働していないためです。

スパニングツリーに参加するポートは、次のステートを移行します。

•初期化からブロッキング
•ブロッキングからリスニングまたはディセーブル
•リスニングからラーニングまたはディセーブル
•ラーニングからフォワーディングまたはディセーブル
•フォワーディングからディセーブル

次の図は、インターフェイスがステート間をどのように移行するかを示します。
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図 12 :スパニングツリーインターフェイスステート

スパニングツリーはデフォルトでは有効になっていません。スパニングツリーモードが選択さ

れると、ポート上の各 VLANは、ブロッキングステートを経て、過渡的にリスニングおよび
ラーニングステートになります。スパニングツリーは、フォワーディングステートまたはブ

ロッキングステートで各インターフェイスを安定させます。

スパニングツリーアルゴリズムによってレイヤ 2スパニングツリーインターフェイスがフォ
ワーディングステートになる場合には、次のプロセスが発生します。

1. インターフェイスをブロッキングステートに遷移させるプロトコル情報をスパニングツ
リーが待っている間、そのインターフェイスはリスニングステートの状態です。

2. スパニングツリーは転送遅延タイマーの満了を待ち、インターフェイスをラーニングス
テートに移行させ、転送遅延タイマーをリセットします。

3. ラーニングステートで、スイッチがデータベース転送のためにエンドステーションの位
置情報を学習している間、インターフェイスはフレーム転送を引き続きブロックします。

4. 転送遅延タイマーが満了すると、スパニングツリーはインターフェイスをフォワーディン
グステートに移行させ、このときラーニングとフレーム転送の両方が可能になります。

ブロッキングステート

ブロッキングステートのレイヤ2インターフェイスはフレームの転送に関与しません。初期化
後、スイッチの各インターフェイスにまたは各スイッチSTPポートにBPDUが送信されます。
スイッチは最初、他のスイッチとBPDUを交換するまで、ルートとして動作します。このBPDU
交換によって、ネットワーク上のどのスイッチがルート、つまりルートスイッチであるかが確

立されます。ネットワークにスイッチが1台しかない場合は、交換は行われず、転送遅延タイ
マーが満了し、インターフェイスがリスニングステートになります。スイッチの初期化後、ス

パニングツリーに参加しているインターフェイスは常にブロッキングステートになります。

ブロッキングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。
•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。
•アドレスを学習しません。
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• BPDUを受信します。

リスニングステート

リスニングステートは、ブロッキングステートを経て、レイヤ 2インターフェイスが最初に
移行するステートです。インターフェイスがリスニングステートになるのは、スパニングツ

リーによってそのインターフェイスのフレーム転送への関与が決定された場合です。

リスニングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。
•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。
•アドレスを学習しません。
• BPDUを受信します。

ラーニングステート

ラーニングステートのレイヤ2インターフェイスは、フレームの転送に関与できるように準備
します。インターフェイスはリスニングステートからラーニングステートに移行します。

ラーニングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。
•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。
•アドレスを学習します。
• BPDUを受信します。

フォワーディングステート

フォワーディングステートのレイヤ2インターフェイスは、フレームを転送します。インター
フェイスはラーニングステートからフォワーディングステートに移行します。

フォワーディングステートのインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上でフレームを受信して転送します。
•他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを転送します。
•アドレスを学習します。
• BPDUを受信します。

ディセーブルステート

ブロッキングステートのレイヤ2インターフェイスは、フレームの転送やスパニングツリーに
関与しません。ディセーブルステートのインターフェイスは動作不能です。

ディセーブルインターフェイスは、次の機能を実行します。

•インターフェイス上で受信したフレームを廃棄します。
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•転送用に他のインターフェイスからスイッチングされたフレームを廃棄します。
•アドレスを学習しません。
• BPDUを受信しません。

スイッチまたはポートがルートスイッチまたはルート

ポートになる仕組み
ネットワーク上のすべてのスイッチがデフォルトのスパニングツリー設定でイネーブルになっ

ている場合、最小のMACアドレスを持つスイッチがルートスイッチになります。下図では、
スイッチ Aがルートスイッチとして選定されます（すべてのスイッチのスイッチプライオリ
ティがデフォルト（32768）に設定されており、スイッチ AのMACアドレスが最小であるた
め）。ただし、トラフィックパターン、転送インターフェイスの数、またはリンクタイプに

よっては、スイッチ Aが最適なルートスイッチとは限りません。ルートスイッチになるよう
に、最適なスイッチのプライオリティを引き上げる（数値を引き下げる）と、スパニングツ

リーの再計算が強制的に行われ、最適なスイッチをルートとした新しいトポロジが形成されま

す。

図 13 :スパニングツリートポロジ

スパニングツリートポロジがデフォルトのパラメータに基づいて算出された場合、スイッチド

ネットワークの送信元エンドステーションから宛先エンドステーションまでのパスが最適に

ならない場合があります。たとえば、ルートポートよりプライオリティの高いインターフェイ

スに高速リンクを接続すると、ルートポートが変更される可能性があります。最高速のリンク

をルートポートにすることが重要です。

たとえば、スイッチBのあるポートがギガビットイーサネットリンクで、別のポート（10/100
リンク）がルートポートであると仮定します。ネットワークトラフィックはギガビットイー

サネットリンクに流す方が効率的です。ギガビットイーサネットポートのスパニングツリー

ポートプライオリティをルートポートより高くする（数値を小さくする）と、ギガビットイー

サネットポートが新しいルートポートになります。
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スパニングツリーおよび冗長接続
次の図に示すように、スパニングツリーに参加する2つのスイッチインターフェイスを別のデ
バイス、または 2台の異なるデバイスに接続することにより、スパニングツリーによる冗長
バックボーンを作成できます。スパニングツリーは一方のインターフェイスを自動的にディ

セーブルにし、他方でエラーが発生した場合にはそのディセーブルにしていた方をイネーブル

にします。一方のリンクが高速で、他方が低速の場合、必ず、低速の方のリンクがディセーブ

ルになります。速度が同じ場合、ポートプライオリティとポート IDが加算され、値の小さい
リンクがスパニングツリーによってディセーブルにされます。

図 14 :スパニングツリーおよび冗長接続

EtherChannelグループを使用して、スイッチ間に冗長リンクを設定することもできます。

スパニングツリーモードおよびプロトコル
以下のスパニングツリーモードとプロトコルがサポートされます。

• PVST+：このスパニングツリーモードは、IEEE 802.1D標準およびシスコ独自の拡張機能
に準拠します。PVST+はスイッチ上の各 VLANでサポートされる最大数まで動作し、各
VLANにネットワーク上でのループフリーパスを提供します。

PVST+は、対象となる VLANにレイヤ 2ロードバランシングを提供します。ネットワー
ク上の VLANを使用してさまざまな論理トポロジを作成し、特定のリンクに偏らないよ
うにすべてのリンクを使用できるようにします。VLAN上のPVST+インスタンスごとに、
それぞれ 1つのルートスイッチがあります。このルートスイッチは、その VLANに対応
するスパニングツリー情報を、ネットワーク上の他のすべてのスイッチに伝送します。こ

のプロセスにより、各スイッチがネットワークに関する共通の情報を持つようになるの

で、ネットワークトポロジが確実に維持されます。

• RapidPVST+：このスパニングツリーモードは、IEEE802.1w標準に準拠した高速コンバー
ジェンスを使用する以外は PVST+と同じです。Rapid PVST+は、PVST+と互換性があり
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ます。高速コンバージェンスを行うため、Rapid PVST+はトポロジ変更を受信すると、
ポート単位でダイナミックに学習したMACアドレスエントリをただちに削除します。こ
のような場合、PVST+では、ダイナミックに学習したMACアドレスエントリには短い
エージングタイムが使用されます。

Rapid PVST+は PVST+と同じ設定を使用しているので（特に明記する場合を除く）、必
要なことは最小限の追加設定のみです。Rapid PVST+の利点は、大規模な PVST+のイン
ストールベースを Rapid PVST+に移行するのに、複雑なMSTP設定の学習やネットワー
ク再設定の必要がないことです。RapidPVST+モードでは、各VLANは独自のスパニング
ツリーインスタンスを最大数実行します。

• MSTP：このスパニングツリーモードは IEEE802.1s標準に準拠しています。複数のVLAN
を同一のスパニングツリーインスタンスにマッピングし、多数の VLANをサポートする
場合に必要となるスパニングツリーインスタンスの数を減らすことができます。MSTP
は、（IEEE802.1 Wに基づいて）RSTPの上で稼働します。これは、転送遅延をなくし、
ルートポートと指定ポートを迅速にフォワーディングステートに移行することで、スパ

ニングツリーの高速コンバージェンスに対応します。MSTPを稼働する場合、RSTPは必
須です。

MSTPを導入する場合、最も一般的なのは、レイヤ 2スイッチドネットワークのバック
ボーンおよびディストリビューションレイヤへの導入です。詳細については、「マルチ

スパニングツリープロトコル」の章を参照してください。

サポートされるスパニングツリーインスタンスの数については、PVST+および RPVST+
の制約事項（104ページ）を参照してください。

PVST+および RPVST+の制約事項
• PVST+または Rapid PVST+モードでは、スイッチは最大 128のスパニングツリーインス
タンスをサポートします。

• STPを実行するすべての EFPで l2protocol peer stpコマンドを設定する必要があります。

l2protocol peer stpは、入力方向での STP BPDUの処理方法（ドロップまたはプロセス）
に影響しますが、出力方向の STP BPDUには影響しません。ASR 920ルータは、常に出力
方向に STP BPDUを送信します。

• PortFastトランクは、グローバルモードではなくインターフェイスモードで設定した場合
にのみ機能します。

•ルートガードは、グローバルモードではなくインターフェイスモードで設定した場合にの
み機能します。
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スパニングツリーの相互運用性と下位互換性
次の表に、ネットワークでサポートされるスパニングツリーモード間の相互運用性と下位互換

性を示します。

表 5 : PVST+、MSTP、および Rapid PVST+の相互運用性

Rapid PVST+MSTPPVST+

あり（PVST+に戻る）あり（制限あり）ありPVST+

あり（PVST+に戻る）ありあり（制限あり）MSTP

ありあり（制限あり）あり（PVST+に戻る）Rapid PVST+

MSTPおよび PVST+が混在したネットワークでは、Common Spanning-Tree（CST）のルートは
MSTバックボーンの内側に配置する必要があり、PVST+スイッチを複数のMSTリージョンに
接続することはできません。

ネットワーク内に Rapid PVST+が稼働しているスイッチと PVST+が稼働しているスイッチが
存在する場合、Rapid PVST+スイッチと PVST+スイッチを別のスパニングツリーインスタン
スにすることを推奨します。RapidPVST+スパニングツリーインスタンスでは、ルートスイッ
チは Rapid PVST+スイッチでなければなりません。PVST+インスタンスでは、ルートスイッ
チは PVST+スイッチでなければなりません。PVST+スイッチはネットワークのエッジに配置
する必要があります。

スパニングツリー機能のデフォルト設定
次の表は、デフォルトのスパニングツリー設定を示しています。

表 6 :スパニングツリー機能のデフォルト設定

デフォルト設定機能

VLAN 1のポートでイネーブルです。イネーブルステート

ディセーブルスパニングツリーモード

32768スイッチプライオリティ

128スパニングツリーポートプライオリティ（インターフェイス単位で設定可能）

1000 Mbps：4

100 Mbps：19

10 Mbps：100

スパニングツリーポートコスト（インターフェイス単位で設定可能）
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デフォルト設定機能

128スパニングツリー VLANポートプライオリティ（VLAN単位で設定可能）

1000 Mbps：4

100 Mbps：19

10 Mbps：100

スパニングツリー VLANポートコスト（VLAN単位で設定可能）

helloタイム：2秒

転送遅延時間：15秒

最大エージングタイム：20秒

スパニングツリータイマー

PVST+および RPVST+の設定
スイッチは、MSTP、PVST+、Rapid PVST+の 3つのスパニングツリーモードをサポートしま
す。

デフォルトでは、スパニングツリーはディセーブルです。（注）

スパニングツリーモードを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree mode {pvst | rapid-pvst
3. spanning-tree vlan vlan-range

4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

スイッチの STPポートでスパニングツリーモード
を設定します。

spanning-tree mode {pvst | rapid-pvstステップ 2

• PVST+をイネーブルにするには、pvstを選択し
ます。

• rapidPVST+をイネーブルにするには、rapid-pvst
を選択します。
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目的コマンドまたはアクション

指定した VLAN範囲で STPを設定します。spanning-tree vlan vlan-rangeステップ 3

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 4

EFP/TEFPでの STPピアの設定
EFP/TEFPでの L2プロトコルピアを設定するには、特権 EXECモードで次の手順を実行しま
す。この手順は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface TenGigabitEthernetslot/subslot/port

3. no ip address
4. service instance trunk trunk id ethernet
5. encapsulation dot1q vlan-id

6. rewrite ingress tag pop 1 symmetric
7. l2protocol peer stp
8. bridge-domain from encapsulation
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

router#configure terminal

設定するギガビットイーサネットインターフェイ

スを指定します。

interface TenGigabitEthernetslot/subslot/port

例：

ステップ 2

slot/subslot/port：インターフェイスの場所を指定しま
す。

router(config)#interface TenGigabitEthernet0/0/27

インターフェイスの IPアドレスをディセーブルにし
ます。

no ip address

例：

ステップ 3

router(config-if)#no ip address

インターフェイスでイーサネットサービスインス

タンスを設定し、イーサネットサービスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

service instance trunk trunk id ethernet

例：

router(config-if)#service instance trunk 1 ethernet

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスの 802.1Qフレーム入力を適切な
サービスインスタンスにマップするための一致基準

を定義します。

encapsulation dot1q vlan-id

例：

router(config-if-srv)#encapsulation dot1q 1-100

ステップ 5

サービスインスタンスに入るフレームで実行される

カプセル化調整を指定します。

rewrite ingress tag pop 1 symmetric

例：

ステップ 6

router(config-if-serve)#rewrite ingress tag pop 1 symmetric

EFPサービスインスタンスが設定されたポート上の
ネイバーとピアリングするようSTPを設定します。

l2protocol peer stp

例：

ステップ 7

router(config-if-srv)#l2protocol peer stp

インターフェイスでEFPのサポートを設定します。bridge-domain from encapsulation

例：

ステップ 8

router(config-if-srv)#bridge-domain from encapsulation

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

router(config-ip)# end

STPを実行するすべての EFPで l2protocol peer stpコマンドを設定する必要があります。（注）

スパニングツリーのディセーブル化
スパニングツリーをディセーブルにするのは、ネットワークトポロジにループがないことが確

実な場合だけにしてください。

スパニングツリーがディセーブルでありながら、トポロジにループが存在していると、余分な

トラフィックが発生し、パケットの重複が無限に繰り返されることによって、ネットワークの

パフォーマンスが大幅に低下します。

注意

VLAN単位でスパニングツリーをディセーブルにするには、特権EXECモードで次の手順を実
行します。この手順は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. no spanning-tree vlan vlan-id

3. end
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4. show spanning-tree vlan vlan-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

vlan-idに指定できる範囲は 1～ 4094です。no spanning-tree vlan vlan-idステップ 2

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 3

入力内容を確認します。show spanning-tree vlan vlan-idステップ 4

スパニングツリーを再びイネーブルにするには、spanning-tree vlan vlan-idグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。

PVST/RPVST設定の確認
次のコマンドを使用して、PVSTおよび RPVSTの設定を確認します。
router#show spanning-tree vlan 10

VLAN0010
Spanning tree enabled protocol ieee
Root ID Priority 32778

Address a89d.21ed.bbbd
Cost 6
Port 18 (GigabitEthernet0/0/11)
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 32778 (priority 32768 sys-id-ext 10)
Address b0aa.7754.553d
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 0 sec

Interface Role Sts Cost Prio.Nbr Type
------------------- ---- --- --------- -------- --------------------------------
Gi0/0/7 Altn BLK 4 128.14 P2p
Gi0/0/11 Root FWD 4 128.18 P2p

router#show spanning-tree interface gigabitEthernet 0/0/7 detail

Port 14 (GigabitEthernet0/0/7) of VLAN0001 is alternate blocking
Port path cost 4, Port priority 128, Port Identifier 128.14.
Designated root has priority 32769, address a89d.21ed.bbbd
Designated bridge has priority 32769, address b0aa.7737.9dbd
Designated port id is 128.14, designated path cost 4
Timers: message age 4, forward delay 0, hold 0
Number of transitions to forwarding state: 1
Link type is point-to-point by default
BPDU: sent 91, received 8394
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router#show spanning-tree summary

Switch is in pvst mode
Root bridge for: none
EtherChannel misconfig guard is enabled
Extended system ID is enabled
Portfast Default is disabled
PortFast BPDU Guard Default is disabled
Portfast BPDU Filter Default is disabled
Loopguard Default is disabled
UplinkFast is disabled
BackboneFast is disabled
Configured Pathcost method used is short

Name Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
---------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
VLAN0001 1 0 0 1 2
VLAN0002 1 0 0 1 2
VLAN0003 1 0 0 1 2
VLAN0004 1 0 0 1 2
VLAN0005 1 0 0 1 2
VLAN0006 1 0 0 1 2

ルートスイッチの設定
スイッチは、スイッチ上で設定されているアクティブ VLANごとに 1つずつ、個別のスパニ
ングツリーインスタンスを維持します。各インスタンスには、スイッチプライオリティとス

イッチのMACアドレスからなるブリッジ IDが対応付けられます。VLANごとに、ブリッジ
IDが最小のスイッチがその VLANのルートスイッチになります。

特定の VLANでスイッチがルートになるように設定するには、 spanning-tree vlan vlan-id root
グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、スイッチプライオリティをデフォ

ルト値（32768）からかなり小さい値に変更します。このコマンドを入力すると、ソフトウェ
アが各 VLANについて、ルートスイッチのスイッチプライオリティをチェックします。拡張
システム IDをサポートするため、スイッチは指定された VLANの自身のプライオリティを
24576に設定します。この値によって、このスイッチを指定されたVLANのルートに設定でき
ます。

指定された VLANのルートスイッチに 24576に満たないスイッチプライオリティが設定され
ている場合、スイッチはその VLANについて、自身のプライオリティを最小のスイッチプラ
イオリティより 4096だけ小さい値に設定します（4096は 4ビットスイッチプライオリティの
最下位ビットの値です。ページ 14-4の表 14-1を参照）。

ルートスイッチとして設定する必要のある値が 1未満の場合、spanning-tree vlan vlan-id root
グローバルコンフィギュレーションコマンドは失敗します。

（注）

ネットワーク上に拡張システム IDをサポートするスイッチとサポートしないスイッチが混在
する場合は、拡張システム IDをサポートするスイッチがルートスイッチになることはほぼあ
りません。拡張システム IDによって、旧ソフトウェアが稼働する接続スイッチのプライオリ
ティより VLAN番号が大きくなるたびに、スイッチプライオリティ値が増大します。
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各スパニングツリーインスタンスのルートスイッチは、バックボーンスイッチまたはディス

トリビューションスイッチにする必要があります。アクセススイッチをスパニングツリーの

プライマリルートとして設定しないでください。

（注）

レイヤ 2ネットワークの直径（つまり、レイヤ 2ネットワーク上の任意の 2つのエンドステー
ション間の最大スイッチホップカウント）を指定するには、diameterキーワードを指定しま
す。ネットワークの直径を指定すると、その直径のネットワークに最適な helloタイム、転送
遅延時間、および最大エージングタイムをスイッチが自動的に設定するので、コンバージェン

スの所要時間を大幅に短縮できます。helloキーワードを使用して、自動的に計算される hello
タイムを上書きできます。

ルートスイッチとしてスイッチを設定した後で、spanning-tree vlanvlan-id hello-time、
spanning-tree vlanvlan-id forward-time、および spanning-tree vlanvlan-id max-ageグローバルコ
ンフィギュレーションコマンドを使用して、helloタイム、転送遅延時間、および最大エージ
ングタイムを手動で設定することは推奨できません。

（注）

スイッチが特定の VLANのルートになるように設定するには、特権 EXECモードで次の手順
を実行します。この手順は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree vlan vlan-id root primary [diameter net-diameter [hello-time seconds ]]
3. end
4. show spanning-tree detail
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

指定されたVLANのルートになるように、スイッチ
を設定します。

spanning-tree vlan vlan-id root primary [diameter
net-diameter [hello-time seconds ]]

ステップ 2

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

•（任意）diameter net-diameterには、任意の 2つ
のエンドステーション間の最大スイッチ数を指

定します。指定できる範囲は 2～ 7です。
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目的コマンドまたはアクション

•（任意）hello-time secondsには、ルートスイッ
チによってコンフィギュレーションメッセージ

が生成される間隔を秒数で指定します。指定で

きる範囲は 1～ 10です。デフォルトは 2です。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 3

入力内容を確認します。show spanning-tree detailステップ 4

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 5

デフォルト設定に戻すには、no spanning-tree vlan vlan-id rootグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用します。

セカンダリルートスイッチの設定
スイッチをセカンダリルートとして設定すると、スイッチプライオリティがデフォルト値

（32768）から 28672に変更されます。したがって、プライマリルートスイッチで障害が発生
した場合に、このスイッチが指定された VLANのルートスイッチになる可能性が高くなりま
す。これは、他のネットワークスイッチがデフォルトのスイッチプライオリティ32768を使用
し、ルートスイッチになる可能性が低いことが前提です。

複数のスイッチでこのコマンドを実行すると、複数のバックアップルートスイッチを設定で

きます。spanning-tree vlan vlan-id root primaryグローバルコンフィギュレーションコマンド
でプライマリルートスイッチを設定したときと同じネットワーク直径および helloタイム値を
使用してください。

スイッチが特定の VLANのセカンダリルートになるように設定するには、特権 EXECモード
で次の手順を実行します。この手順は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree vlan vlan-id root secondary [diameter net-diameter [hello-time seconds ]]
3. end
4. show spanning-tree detail
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

指定された VLANのセカンダリルートになるよう
に、スイッチを設定します。

spanning-tree vlan vlan-id root secondary [diameter
net-diameter [hello-time seconds ]]

ステップ 2

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

•（任意）diameter net-diameterには、任意の 2つ
のエンドステーション間の最大スイッチ数を指

定します。指定できる範囲は 2～ 7です。
•（任意）hello-time secondsには、ルートスイッ
チによってコンフィギュレーションメッセージ

が生成される間隔を秒数で指定します。指定で

きる範囲は 1～ 10です。デフォルトは 2です。

プライマリルートスイッチを設定したときと同じ

ネットワーク直径および helloタイム値を使用して
ください。「ルートスイッチの設定」を参照してく

ださい。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 3

入力内容を確認します。show spanning-tree detailステップ 4

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 5

デフォルト設定に戻すには、no spanning-tree vlan vlan-id rootグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用します。

ポートプライオリティの設定
ループが発生すると、スパニングツリーは、ポートプライオリティを使用して、フォワーディ

ングステートにするスパニングツリーポートを選択します。STPに最初に選択させたいポー
トには高いプライオリティ値（小さい数値）を、最後に選択させたいポートには低いプライオ

リティ値（大きい数値）を割り当てることができます。すべてのスパニングツリーポートが同

じプライオリティ値を持つ場合、スパニングツリーはインターフェイス番号が最も小さいイン

ターフェイスをフォワーディングステートにして、残りのインターフェイスをブロックしま

す。

スパニングツリーポートのポートプライオリティを設定するには、特権 EXECモードで次の
手順を実行します。この手順は任意です。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-id

3. spanning-tree port-priority priority

4. end

5. 次のいずれかを実行します。

• show spanning-tree interface interface-id
• show spanning-tree vlan vlan-id

6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-idステップ 2

インターフェイスが VLANである場合
は、VLANのスパニングツリーがイネー
ブルに設定されているポートだけがスパ

ニングツリーを実行します。インター

フェイスがポートチャネルである場合

は、ポートチャネルのすべてのメンバー

は、スパニングツリーがイネーブルに設

定されている必要があります。

（注）

スパニングツリーポートのポートプライオリティ

を設定します。

spanning-tree port-priority priorityステップ 3

priorityに指定できる範囲は 0～ 240で、16ずつ増
加します。デフォルトは 128です。有効な値は 0、
16、32、48、64、80、96、112、128、144、160、
176、192、208、224、240です。その他の値はすべ
て拒否されます。値が小さいほど、プライオリティ

が高くなります。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 4

入力内容を確認します。次のいずれかを実行します。ステップ 5

• show spanning-tree interface interface-id
• show spanning-tree vlan vlan-id

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 6
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show spanning-tree interface interface-id特権 EXECコマンドで情報が表示されるのは、ポート
がリンクアップ動作可能の状態にある場合に限られます。そうでない場合は、showrunning-config
interface特権 EXECコマンドを使用して設定を確認してください。

（注）

デフォルトのスパニングツリー設定に戻す場合は、no spanning-tree [vlan vlan-id port-priority
インターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。

パスコストの設定
スパニングツリーパスコストのデフォルト値は、インターフェイスのメディア速度と連動し

ます（スパニングツリーを実行するポートまたはスパニングツリーを実行する複数のポートの

ポートチャネル）。ループが発生した場合、スパニングツリーはコストを使用して、フォワー

ディングステートにするインターフェイスを選択します。最初に選択されるインターフェイス

には低いコスト値を割り当て、最後に選択されるインターフェイスには高いコスト値を割り当

てることができます。すべての NNI（またはポートチャネル）が同じコスト値を使用してい
る場合、スパニングツリーはインターフェイス番号が最も小さいインターフェイスをフォワー

ディングステートにして、残りのインターフェイスをブロックします。

インターフェイスのコストを設定するには、特権EXECモードで次の手順を実行します。この
手順は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-id

3. spanning-tree cost cost

4. end

5. 次のいずれかを実行します。

• show spanning-tree interface interface-id
• show spanning-tree vlan vlan-id

6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-idステップ 2

有効なインターフェイスには、物理インターフェイ
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目的コマンドまたはアクション

スおよびポートチャネル論理インターフェイス

（port-channel port-channel-number）があります。

インターフェイスにコストを設定します。spanning-tree cost costステップ 3

ループが発生した場合、スパニングツリーはパスコ

ストを使用して、フォワーディングステートにする

インターフェイスを選択します。低いパスコストは

高速送信を表します。

costの範囲は 1～ 200000000です。デフォルト値は
インターフェイスのメディア速度から派生します。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 4

入力内容を確認します。次のいずれかを実行します。ステップ 5

• show spanning-tree interface interface-id
• show spanning-tree vlan vlan-id

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 6

show spanning-tree interface interface-id特権 EXECコマンドによって表示されるのは、リンク
アップ動作可能状態のポートの情報だけです。そうでない場合は、show running-config特権
EXECコマンドを使用して設定を確認してください。

（注）

デフォルト設定に戻す場合は、 no spanning-tree [vlan vlan-id ] costインターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。

VLANのスイッチプライオリティの設定
スイッチプライオリティを設定して、スイッチがルートスイッチに選出される可能性を高く

できます。

このコマンドの使用には注意してください。通常、スイッチのプライオリティを変更するには

spanning-tree vlan vlan-id root primaryおよび spanning-tree vlan vlan-id root secondaryグロー
バルコンフィギュレーションコマンドを使用することを推奨します。

（注）

VLANのスイッチプライオリティを設定するには、特権 EXECモードで次の手順を実行しま
す。この手順は任意です。
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手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree vlan vlan-id priority priority

3. end
4. show spanning-tree vlan vlan-id

5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VLANのスイッチプライオリティを設定します。spanning-tree vlan vlan-id priority priorityステップ 2

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

• priorityの範囲は 0～ 61440で、4096ずつ増加
します。デフォルトは 32768です。数値が小さ
いほど、スイッチがルートスイッチとして選択

される可能性が高くなります。

有効なプライオリティ値は 4096、8192、12288、
16384、20480、24576、28672、32768、36864、
40960、45056、49152、53248、57344、61440です。
その他の値はすべて拒否されます。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 3

入力内容を確認します。show spanning-tree vlan vlan-idステップ 4

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 5

デフォルト設定に戻すには、no spanning-tree vlan vlan-id priorityグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用します。
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スパニングツリータイマーの設定
表 7 :スパニングツリーのタイマー

説明変数

スイッチから他のスイッチへ helloメッセージをブロードキャストす
る頻度を制御します。

ハロータイマー

STPポートが転送を開始するまでの、リスニングステートおよびラー
ニングステートが継続する時間を制御します。

転送遅延タイマー

STPポートで受信したプロトコル情報が、スイッチに保管される時間
を制御します。

最大エージングタイマー

helloタイムの設定
helloタイムを変更することによって、ルートスイッチによってコンフィギュレーションメッ
セージが生成される間隔を設定できます。

このコマンドの使用には注意してください。多くの場合、spanning-tree vlan vlan-id root primary
および spanning-tree vlan vlan-id root secondaryグローバルコンフィギュレーションコマンド
を使用して、Helloタイムを変更することを推奨します。

（注）

VLANの helloタイムを設定するには、特権 EXECモードで次の手順を実行します。この手順
は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree vlan vlan-id hello-time seconds

3. end
4. show spanning-tree vlan vlan-id

5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

VLANの helloタイムを設定します。helloタイムは
ルートスイッチがコンフィギュレーションメッセー

spanning-tree vlan vlan-id hello-time secondsステップ 2

ジを生成する間隔です。これらのメッセージは、ス

イッチがアクティブであることを意味します。

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

• secondsの範囲は 1～ 10で、デフォルトは 2で
す。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 3

入力内容を確認します。show spanning-tree vlan vlan-idステップ 4

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 5

デフォルト設定に戻すには、no spanning-tree vlan vlan-id hello-timeグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用します。

VLANの転送遅延時間の設定
VLANの転送遅延時間を設定するには、特権EXECモードで次の手順を実行します。この手順
は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree vlan vlan-id forward-time seconds

3. end
4. show spanning-tree vlan vlan-id

5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VLANの転送時間を設定します。転送遅延は、スパ
ニングツリーのラーニングおよびリスニングステー

spanning-tree vlan vlan-id forward-time secondsステップ 2

トからフォワーディングステートに移行するまで

に、スパニングツリーポートが待機する秒数です。
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目的コマンドまたはアクション

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。

• secondsの範囲は 4～ 30で、デフォルトは 15で
す。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 3

入力内容を確認します。show spanning-tree vlan vlan-idステップ 4

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 5

デフォルト設定に戻すには、no spanning-tree vlan vlan-id forward-timeグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。

VLANの最大エージングタイムの設定
VLANの最大エージングタイムを設定するには、特権EXECモードで次の手順を実行します。
この手順は任意です。

手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree vlan vlan-id max-age seconds

3. end
4. show spanning-tree vlan vlan-id

5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

VLANの最大エージングタイムを設定します。最大
エージングタイムは、再構成を試行するまでにス

spanning-tree vlan vlan-id max-age secondsステップ 2

イッチがスパニングツリーコンフィギュレーション

メッセージを受信せずに待機する秒数です。

• vlan-idには、VLANID番号で識別された単一の
VLAN、ハイフンで区切られた範囲の VLAN、
またはカンマで区切られた一連のVLANを指定
できます。指定できる範囲は 1～ 4094です。
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目的コマンドまたはアクション

• secondsに指定できる範囲は6～40です。デフォ
ルトは 20です。

特権 EXECモードに戻ります。endステップ 3

入力内容を確認します。show spanning-tree vlan vlan-idステップ 4

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-configステップ 5

デフォルト設定に戻すには、no spanning-tree vlan vlan-id max-ageグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用します。

スパニングツリーステータスの表示
スパニングツリーステータスを表示するには、以下の特権 EXECコマンドを任意に使用しま
す。

表 8 :スパニングツリーステータス表示用のコマンド

目的コマンド

アクティブなスパニングツリーインターフェイスだけに関するスパニングツ

リー情報を表示します。

show spanning-tree active

インターフェイス情報の詳細サマリーを表示します。show spanning-tree detail

特定のスパニングツリーインターフェイスのスパニングツリー情報を表示し

ます。

show spanning-tree interface interface-id

インターフェイスステートのサマリーを表示します。または STPステートセ
クションのすべての行を表示します。

show spanning-tree summary totals

clear spanning-tree [interfaceinterface-id ]特権EXECコマンドを使用して、スパニングツリーカ
ウンタをクリアできます。

show spanning-tree特権 EXECコマンドの他のキーワードについては、このリリースに対応す
るコマンドリファレンスを参照してください。
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翻訳について
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場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
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